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せていただきます。

　現在は、コロナ禍によるダメージか

らの復興というプレステージから、い

よいよ本格的な社会活動、そして経済

活動に向けて進み始めているところで

はないでしょうか。一方、フィットネ

ス産業は、エネルギーコストの高騰、

松村　皆様、本日はお忙しい中、そし

てお暑い中、 私ども日本フィットネ

ス産業協会のセミナーに足をお運びい

ただきましてありがとうございます。

これから90分間、『健康インフラで

あるフィットネスの地域ドミナント戦

略』というテーマでセミナーを始めさ

コロナ禍以降に発生した多様な業態の

急増による競合対応など、また新たな

課題に向き合っている状況ではないか

と思います。そういった環境下におい

て、ある一定のエリアにおいてドミナ

ント展開をするフィットネスクラブが、

大手オペレーションチェーンクラブ、
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【ファシリテーター】
（一社）日本フィットネス産業協会 事務局長　松村 剛

高齢化が進む日本において、健康インフラであるフィットネスの役割は、

国民だけでなく行政からも大きな注目を集めている。

今回のFIAセミナーでは、地域に密着し、ジムやスクール運営、ブティック型店舗等、

人々が集まるコミュニティを形成し、

健康インフラの地域一番店としてさらに成長を目指すための戦略を語っていただいた。

※FIA はSPORTEC（８月２～４日、東京会場：東京ビッグサイト　東1ホール）に特別協力団体として参画。4つの講座を提供した。今号で紹介するのは、その第3弾である。

健康インフラであるフィットネスの
地域ドミナント戦略
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いいのではないか、と（笑）。現在、

アイレクスブランドとしては、26施

設、すべて愛知県内で展開をさせてい

ただいています。他社との差別化戦略

としては、多業態による地域ドミナン

トということで、我々が磨き上げてき

たプロデュース力を活かしたハイクオ

リティ、かつ動線を効率化するという

ローコストな施設づくりを進めていま

す。また社内資格３スター制度による

トレーナー、インストラクターの養成、

独自のホスピタリティベーシックによ

る接客、独自の詳細KPIのマネジメン

ト管理などを特徴として、価格戦略で

はなく、差別化戦略によって地域の一

番店を目指しています。

　26施設の内訳は、総合業態6店舗、

ジムスタ5店舗、24時間のライト業態

11店舗、そしてジュニアスクール4店

舗ということで、愛知県内の各地域に

それぞれの業態が貼りついています。

この取り組みについては、のちほど詳

しくお話ししたいと思います。

　総合業態は、600坪から800坪ぐら

いの規模感です。ちなみに2020年4

月にオープンした「豊橋ミラまち」は、

開業前に2600人集まり、出足好調と

喜び勇んでいたら、コロナ禍に巻き込

ロープライスかつコンビニエンスなジ

ム、あるいはパーソナジムなどの競合

がひしめく中で、どのように地域に根

差した地場クラブとして受け継がれな

がら、かつ地域の健康づくりのインフ

ラであり続けられるのか……。本セミ

ナーでは、そのようなポイントでドミ

ナント展開を基軸としたフィットネス

クラブを運営されている企業、3社様

にお集まりいただきました。この機会

に、可能な限り具体的なお話をおうか

がいできればと考えております。

　それでは早速、自己紹介を兼ねて、

会社のご紹介をしていただきたいと思

います。それでは、アイレクススポー

ツライフ・笠原会長からよろしくお願

いします。

各社、冒頭の挨拶

笠原　皆さん、こんにちは。ご紹介い

ただきましたアイレクスポーツライフ

の笠原でございます。昭和34年、東

京の駒込に生まれ、小石川高校、明治

大学を卒業。学生時代から企画会社を

起業し、在学中には学生DJチャンピ

オンになりました。卒業と同時に、豊

川市のハクヨグループに入社。ハクヨ

グループは、大正7年創業の材木屋で

ございまして、起業して105年目とな

ります。ここで材木業の修行をした後、

昭和61年に新会社を設立し一人で新

規事業を開始。社有地の商業施設プロ

デュースから始まり、複合施設、飲食、

小売など多様な事業を立ち上げ、その

一環として、フィットネス事業には

25年前から参入いたしました。日本

フィットネス産業協会の副会長もさせ

ていただいており、皆さんには大変お

世話になっています。

　アイレクスというのは、もちの木と

いう意味で、社有地に大きなモチノキ

があり、それを残してアイレクステラ

スという商業施設をつくったことに由

来します。ちょうど五十音順も早くて

まれて1週間で閉店させられてしまい

ました。それ以降も“どーん”と落ち

込んでから、最近ようやく復活してき

たところです。ライトの方は、大体

80坪から100坪ぐらいの店舗ですが、

これはジーンズショップや喫茶店の跡

などの居ぬきを使わせていただいてい

るというような状況です。

　また最近では、4つのスタジオとパ

ーソナルジムを持つ「マイスタイル」

という業態も、ジムスタの中の1つと

して展開しており、実はこちらが結構

好調です。そして、ジュニア専門のス

クール。こちらは、プールとアリーナ

を持つジュニア単独の「アイレクスジ

ュニアスクールNEO」という名称で、

スイミングスクール・体育スクールを

展開し、1つの事業として成り立って

います。このように、それぞれに専門

性を強く打ち出すことによって業態を

独立させているというわけです。この

ほかにも、デザイン＆コンサルティン

グ事業にも取り組んでおり、直営ノウ

ハウを活かしてほかの会社の施設など

もプロデュースさせていただいていま

す。

　会員数は、2020年4月に大きく落

ち込みましたが、その後、全社一丸と

2023年（令和5年）10月10日

笠原 盛泰 氏　アイレクススポーツライフ（株） 代表取締役会長
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着任し、中期経営計画、M＆A、ポー

トフォリオといったところを担当して

まいりました。皆さんもご記憶にある

かと思いますが、ウミガメの鼻にスト

ローが刺さった衝撃的な写真が報道さ

れたことがありました。それがきっか

けとなり、プラスチックがかなり世間

から悪者扱いされ、グンゼとしてはプ

ラスチック事業を展開するにあたり、

資源循環戦略を立案し、滋賀県守山市

にプラスチック製品の主力工場がある

のですが、ここでは資源を100％循環

し廃棄ゼロに挑戦するというプロジェ

クトも立ち上がりました。そのような

仕事をしていたところ、2020年5月、

深刻なコロナ禍に突入し、まさに臨時

休業のさなか、グンゼスポーツの代表

取締役社長に就任いたしました。

　私の名前の「仁宏（ひとひろ）」に

は、仁も一文字が入っていることから、

「仁者は憂えず」をモットーとしてい

ます。これは論語にある言葉の一節で、

「仁徳の備わった人はものの道理に従

って行動するから心配することがな

い」という意味で、私自身も常にそう

ありたいと意識しているところでござ

います。

　グンゼスポーツは、グンゼ株式会社

なった努力の甲斐あって、現在では総

合クラブでコロナ前の83％、小型ジ

ムで90％ぐらい、そしてスクールが

110％ということで、全体としては約

9割近くの戻りを、おかげさまで果た

してきているところです。売上につい

ても、価格の値上げなどを繰り返しな

がら、コロナ前の売上を超えることが

できました。ただ、利益はというと、

コロナ前の半分ぐらいといった状況で

あり、とはいえ、なんとか赤字を単年

度で済ませてキャッチアップしてこれ

たのは、我々のプロデュース力がいか

んなく発揮できた証左ではないかと自

負しているところでございます。

松村　笠原会長、ありがとうございま

した。それでは続きまして、グンゼス

ポーツ・西村社長、よろしくお願いい

たします。

西村　皆さん、こんにちは。グンゼス

ポーツの西村と申します。よろしくお

願いいたします。まず自己紹介から簡

単にさせていただきます。1965年、

京都出身の58歳。現在、兵庫県西宮

市に単身赴任中で、その単身赴任もす

でに10年を超えているところでござ

います。1989年、京都の大学を卒業

してグンゼ株式会社に入社しました。

グンゼというと、皆さん、肌着やスト

ッキングなどをイメージされるのでは

ないかと思います。しかし、実はその

ほかにも様々な事業を展開しており、

私はプラスチック製品の営業担当とし

て入社しました。皆さんに一番身近な

ところでいうと、ペットボトルのラベ

ル。ペットボトルには、いろいろと印

刷されたラベルが巻かれていますが、

そのプラスチック・フィルムにおいて、

グンゼは国内トップシェアを占めてい

ます。

　入社後は、2017年まで営業畑で過

ごしてまいりました、そして2018年

に転機が訪れ、グンゼの経営戦略室に

のグループ企業ということで、グンゼ

の創業精神である「人間尊重と優良品

の生産を基礎として、会社をめぐるす

べての関係者との共存共栄をはかる」

を基盤としており、グンゼスポーツに

おいても、スポーツを通じて豊かな心

と体を育み、人々に幸せの支援をする

ということを使命としております。

　グンゼスポーツは、1984年12月に

設立し、現在、兵庫県尼崎市に本社を

置いています。店舗数は国内に21店

舗、海外に2店舗。社員数は約110名。

国内店舗のうち13店舗は近畿圏内に

ほぼ集中しており、その他、中国地方、

北陸地方にも展開しています。また、

海外の2店舗はカンボジアにございま

して、SEN SOK CITY（センソクシ

ティ）とATHINA（アティナ）という

ところにて展開しております。カンボ

ジアはスポーツ振興が遅れている地で

もあり、我々も少しでも力になれたら

…という思いをもって取り組んでいる

ところです。

　現在の中期計画におけるグンゼスポ

ーツグループのビジョンといたしまし

ては、「エッセンシャルサービスを提

供することで、地域社会になくてはな

らない存在になる」を掲げています。

2023年（令和5年）10月10日

西村 仁宏 氏　グンゼスポーツ（株） 代表取締役社長
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となったのではないかという気がして

おります。その後の平成元年、私がユ

ニオン（労働組合）に入ったタイミン

グで、“フィッタ”の1号店がオープ

ンいたしました。その絡みの中で、ユ

ニオンを立ち上げよう、という話にな

り、私もたまたまユニオンに入ったば

かりでしたので、処遇制度や賃金制度、

そして組織のあり方などについてお手

伝いをさせていただいたという記憶が

ございます。その際の役員の一人が現

在の配偶者であり、こういったことも

切っても切れないつながりだったのか

なと思っております。

　フジ・スポーツ＆フィットネスは、

フジカンパニーズの一員として、高知

県、広島県、愛媛県の3県にまたいで

「フィッタ」という総合施設型を12

店舗、マシンジムとスタジオに特化し

た「フィッタライトスタイル」を１店

舗、気軽にフィットネスを楽しんでい

ただくことを目的とした、マシンジム

専門の小規模「フィッタジムスタイ

ル」を２店舗展開しています。基本的

にディベロッパーとテナントという関

係ですので、ショッピングセンターで

の出店形態が多いのが特徴です。 来

年度は、親会社のフジが西日本バック

スバリューとの経営統合もあり、さら

私が着任した2020年、不幸にもパン

デミックの影響で営業ができないとい

った非常に悔しい思いをしました。す

なわち、我々の仕事はエッセンシャル

サービスではなかったのかと、世の中

に烙印を押されたような気持になった

ものでした。社員もかなりプライドを

傷つけられたのではないか、と思いま

す。そこで、その時点で私はエッセン

シャルサービスを地域に提供するぞ、

という強い信念をもってこのビジョン

を掲げることにしました。具体的には、

まずフィットネス事業については、心

と体の健康というものにプラスして、

地域のサードプレイスを提供していき

たいということ。加えて、スクール事

業に関しては、挑戦する楽しみと成長

する喜びを提供していけたら…と思っ

ています。少し長くなりましたが、以

上でございます。

松村　西村社長、ありがとうございま

した。続きまして、古泉社長、よろし

くお願いします。

古泉　皆さん、こんにちは。株式会社

フジ・スポーツ＆フィットネスの古泉

と申します。私は、本年5月にこの会

社を担当することになりましたので、

皆さんには参考にならない話が多いか

もしれません。しかし、この2ヵ月、

一生懸命勉強いたしましたので、それ

でお許しをいただきたいと思っており

ます。

　私は、1987年、昭和62年に、株式

会社フジという中四国６県を地盤とす

るスーパーマーケットチェーンに入社

しました。最初の3年間はスポーツ部

門に配属となり、スキー用品、ゴルフ、

釣り、サイクリング、さらにスイミン

グウェアなどを販売していました。今

の会社とつながりがあるかどうかわか

りませんが、当時、ドルフィン事業部

という部署があり、水着の発注・別注

をいただいたのが、いまの仕事の端緒

に姫路、鳥取、島根、山口といった地

域にも事業エリアを拡大していく予定

なので、我々もこのチャンスを逃さず、

この今年1年、しっかり仕込みをして、

向こう3年間で成長軌道に乗せていき

たいと思っております。

　我々は昭和59年、親会社の事業領

域の拡大として、フジドルフィンクラ

ブを設立し、その際に、広島県と愛媛

県にスイミングスクールを開校したの

が始まりでございます。そして、平成

元年に松山市に総合型のスポーツクラ

ブ「フィッタ松山」をオープンしまし

た。ただ、この松山店がなかなか軌道

に乗らず、２号店を出店するまでには

時間がかかりました。その頃、私はち

ょうど本社にいたので、我々も会員に

なり取引先さんやお友達も誘って一生

懸命頑張ろうと鼓舞したりしたもので

した。そんな思いの中で、ようやく花

が咲き、2000年代から徐々に出店が

加速し、平成25年、フジ・スポーツ&

フィットネスという事業部からカンパ

ニー制に移行し、同時に大手のセント

ラルスポーツさんと業務提携、その後、

令和元年に資本提携を結び現在に至っ

ています。

　我々も、コロナ禍、及びエネルギー

コストの高騰を受け、2020年から22

2023年（令和5年）10月10日

古泉 有浩 氏　（株）フジ・スポーツ＆フィットネス 代表取締役社長
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　我々が展開するエリアは、先ほども

お話しした通り、愛媛、高知、広島の

３県です。2015年と2020年のそれ

ぞれの人口動態を比べてみると、どの

地域も100％を割っており、低下率の

高いところでは91％くらいまで落ち

ているようなエリアもあります。例え

ば、愛媛県の中央部である中予地域で

は2015年比で98.5％。さらにもっと

ピンポイントでみた愛媛県の県庁所在

地、松山市単独でさえ2015年比で

98.4％となっており、人口の微減が

続いているような状況です。一方、県

別の世帯人口動態をみると、愛媛県の

場合、65歳以上の人口は2015年比＋

2.8％、松山市単独でみた場合でも＋

2.6％と上向いている半面、非生産年

齢の14歳以下は、それぞれ－0.5％、

－0.7％。このように、人口減少の一

方で少子高齢化が進行しているエリア

でございます。

　松山市で展開しているフィッタは、

総合業態が4店、そして小さいジムが

2店。市内だけでも、ココナツさん、

ホリデーさん、 そして最近、地元で

の進境著しいロコモコさんなど、様々

な競合がひしめいています。そういう

状況の中で、我々はどういった展開を

しているか。今日は市のちょうど中心

地にある「フィッタライトスタイル和

泉」を取り上げて少しお話をさせてい

ただきたいと思います。フィッタライ

トスタイル和泉は、当然のことながら、

「接客指導力の強化」、そして我が社

では初めてとなる「プールレス型のフ

ィットネスジム」、 さらに「セクシ

ョン一体型（ワンフロアスマート運

営）」、そして「“シープラス”とい

う女性専用のスタジオプログラム」。

そういった特徴を打ち出した初めての

業態で、2019年にオープンしまし

た。 

　立地環境としては、まず一次商圏、

2次商圏ともに充実した、松山市でも

三本の指に入る商圏であり、30代か

年までは赤字決算でした。そして、本

年も赤字予算でスタートしております。

ただ、先ほど申し上げたように、大き

な事業エリアの変更がございますので、

今年しっかりと仕込みをしつつ、会員

目標も少し上方修正し黒字化に向けて

今、取り組んでいるところでございま

す。また、コロナ禍で売上が落ちた中

でも、令和2年と5年に、それぞれ指

定管理施設と小学校の水泳指導業務を

受託することになり、少しビジネスの

柱ができたかなというところが今の状

況でございます。以上、つたない説明

でございましたけども、会社紹介とさ

せていただきます。

各社の取り組み

松村　続いて、本題である「健康イン

フラであるフィットネスの地域ドミナ

ント戦略」についてご説明いただきた

いと思います。では、いまお話しいた

だいた流れで、そのまま古泉社長にお

願いしたいと思います。

フジ・スポーツ＆フィットネスの
地域ドミナント戦略

古泉　では、引き続き、フジ・スポー

ツ＆フィットネスにおける「店舗競争

力の強化と地域密着の取り組み」とい

うことで、お話をさせていただきたい

と思います。まず、1点の店舗競争力

の強化について。我々は、地域に暮ら

す人々の健康づくりをサポートし、豊

かな暮らしづくりと活力ある社会づく

りに貢献できる企業を目指すことを企

業理念としています。これをいい換え

れば、「みんなでフィッタブランドを

育て、会員様の嬉しいを増やそう！」

と。これが弊社の一番大切にしている

合言葉のようなものでございます。し

たがって、会員様の嬉しいに繋がらな

いようなことは決してしないし、して

はいけない。そういう行動指針をもっ

て取り組んでいます。

ら60代までが比較的バランスよく住

まわれているのが、この周辺の人口特

性といえるでしょう。ただ、私どもの

フィッタライトスタイル和泉の会員構

成をみると30～40代のところが凹ん

でおり、またシニアの方も少し凹んで

いるのが特徴です。すなわち、これだ

けの商圏でありながら、実際の会員特

性との間には大きなギャップがあると

いうことがわかりました。 

　会員状況は、コロナ前にはフィット

ネス、スクール、シープラス全体で約

1200人の会員数がいたのですが、コ

ロナの影響を受けて、見事に400名ほ

ど落ちて、現在も同じような状況で推

移しているところです。そんな中で特

徴的なのは退会状況です。1年目、2

年目、3年目と退会率は落ちてきまし

たが、4年目に一挙に上がってしまい

ました。その要因には、特に24時間

ジムなどの競合店の出現のほかにも、

我々が提供するプログラムの不振もあ

ったりしたことは否めません。そこで、

リニューアルの必要性から、以下に課

題を整理してみました。1つは「競合

クラブ（総合型と24時間ジム）との

差別化」。2つ目は、「会員様目線の

機能強化と環境整備」。そして3つ目

は、私どもの会社の都合ではあります

が、「プールレス業態の損益モデルの

再構築」。この3つを、課題整理とし

て挙げ、さらに対応すべき項目として、

以下の4つ、すなわち、「営業時間の

見直し」「プログラムサービスの強

化」「低稼働エリアの改善」「会員様

不具合の解消」という対策を立てまし

た。

　そして改装にあたっては、①ハイブ

リッド化（営業時間の拡大）、②トレ

ーニング個室スペースの設置、③館内

設置備品の更新、④サプリメントサー

バーの設置、⑤短期間集中トレーニン

グプログラムの導入、⑥会員プランの

変更を実施しました。①は、ハイブリ

ッド営業ということで、24時間営業
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ずまず結果が出そうだなというところ

でございます。

　続いて、地域密着への取り組みにつ

いてお話ししたいと思います。一つは、

「地域の方たちとラジオ体操」という

活動を、2012年から始めています。

2017年には広島県広島市の「高齢者

いきいき活動ポイント事業」に認定さ

れ、現在も平均で200名の方々が毎朝

9時に集まってラジオ体操していると

いう、非常に地域に密着した取り組み

と な っ て お り ま す 。 も う 一 つ は 、

2022年から始めた「小学生の水泳指

導業務の取り組み」です。2022年度

は2校の小学校の水泳指導させていた

だきましたが、2023年度は、広島県

の海田町立海田南小学校、廿日市市立

阿品台西小学校、福山市立宜山小学校

の全学年を対象に約1570名の小学生

の皆様に、水泳指導業務をさせていた

だいております。この事業は、現在、

1000万円ぐらいの規模になっており

ますが、3年後には4000万を超える

収益にしていくべく、成長軌道に乗せ

ていきたいと思っております。

　また、「指定管理業務の取り組み」

について。こちらは、本年の3月1日

に広島県の廿日市市にオープンした多

世代活動交流センターが開館するとい

うことで、ジム、テニスコート、体育

館、多目的フロアなどの運営を当社が

任されています。「安全安心で子育て

に優しい子どもたちを応援する居場所

の創出」「すべての世代の健康増進に

向けた拠点づくり」「多様な活動を通

じて交流が生まれる場の創出」をコン

セプトに、現在、年間40万人の利用

者を目標に取り組んでいるところです。

　このほかにも「地域行事を会員様と

ともに」ということで、約10000人

の参加がある愛媛マラソンに、フィッ

タの会員様やフジ・グループの従業員

などを合わせて200名ほどの方々が参

加させていただいております。コロナ

禍で、一時は開催が危ぶまれた時期も

で稼働。②は、以前はラウンジという

ことで休憩スペース等に利用していた

だいたところを、稼働率が悪いという

ことでパーソナルトレーニングのスペ

ースに改築。③は、スパの備品を刷新。

特にドライヤーやシャワーヘッドとい

ったものを交換して、女性を意識した

取り組みとさせていただいております。

④は、サプリメントサーバーを導入し

て、今、無料開放しているところでご

ざいます。⑤の短期間集中トレーニン

グプログラムは、まだ始まっていませ

んが、新メニューとして導入をしよう

と準備を進めているところです。また

⑥は、現在の会員プランがいわゆる時

間帯による会員システムとなっている

のを、必要なサービスだけを取り込ん

だ——例えば、フィットネスジムとス

パだけの会員プラン、24時間とフィ

ットネスジムを使うプランなど、サー

ビスに応じた会員設定とさせていただ

きました。8月1日にスタートしたば

かりなので、まだ実績は出ておりませ

んが、2023年、24年、25年の年度

末会員は、それぞれ1500名、1600

名、1700名を計画しています。

　現在、損益ベースでは年間5000万

ぐらいの赤字が出ているところを、

2024年で黒字化にしていこうという

取り組みでございます。8月1日、2日

の状況ですが、まずまずといったとこ

ろで、会員数も増えつつあり、ほぼこ

の計画のペースでいきそうだと思って

おります。ただ、会員プランの中で現

在、一番単価の低いところに予定より

も集中している状況なので、そこは当

初の見通しより若干単価ダウンするか

な、と。けれども、その分、会員数が

増えているということと、トレーニン

グスペースを活用した単価アップを図

って、なんとか損益改善を図りたいと

考えています。そして最大の目標であ

る競合から会員様を奪う、あるいは奪

い返すという、いわゆる店舗競争力を

高めるという取り組みについては、ま

ありましたが、昨年から復活していま

す。毎年、シドニー金メダリストの高

橋尚子さんがスペシャルゲストとして、

一緒に伴走してくれるということです。

　また、松山祭り。こちらもコロナ禍

で制限をされていましたが、昨年度か

らまた再開しています。ちなみに、今

年から「松山野球拳踊り」という名称

に変わり、皆さんもよくご存じの「や

～きゅう～すーるなら～」というフレ

ーズの伝統的な踊りにフィッタも企業

連と団体連の2つのカテゴリーから参

加させていただいております。

　さらに、青少年の育成に向けて、空

手道を通じて、こちらもコロナ禍でな

かなか開催できませんでしたが、昨年

から再開させていただきました。また、

競技水泳についても、フィッタのメン

バーたちにも参加していただき、結果

がすべてではありませんが、愛媛県の

小学生の選手権大会で、1等、2等、3

等を独占したということでございます。

　こういった活動を通じて、地域密着

の取り組みをさせていただいています

ので、ぜひご参考になればと思ってお

ります。以上です。ありがとうござい

ました、

松村　古泉社長、ありがとうございま

した。続きまして、グンゼスポーツ・

西村社長、お願いします。

グンゼスポーツの
地域ドミナント戦略

西村　先ほども、若干触れましたが、

我々はグンゼの関連会社でということ

でありますので、本題に入る前に、創

業精神である人間尊重、共存共栄を図

るというところについて少し触れさせ

ていただければと思います。“グン

ゼ”って面白い名称ですが、元々漢字

で「郡是」と書きます。社名の由来は

というと、「郡」は発祥の地である京

都府の何鹿郡（いかるがぐん）の郡、

「是」は正しい方針という意味で、す
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その方々が地域の声を100％代表して

いるかというと、そうとは限らないと

いうことで、ここももう一度、見直し

ていこうと考えました。

　また、提供サービスについても、漠

然としたとらえ方でしかありませんで

したが、繰り返し述べる通り、我々は

地域にエッセンシャルサービスを提供

するんだということをより明確にしま

した。エッセンシャルサービスとは、

具体的にはサードプレイスであり、挑

戦する喜びであったり…ということに

なります。これらの提供価値を見直す

ことによって、右肩上がりに進んでい

こう、と。実は、この提供価値に関し

ても、今までは健康づくり、体づくり、

あるいはQOL向上のサポートといっ

たように、これも漠然としていたので

すが、それらに加えて、地域コミュニ

ティの拠点になろう、もしくは社会イ

ンフラ、教育、医療とったものの補完

もできるような立ち位置になりたいと

いうより明確な目標が、我々が中期で

目指すグループビジョンとなります。

いい換えれば、これらをエンシャルサ

ービスとして提供することで地域社会

になくてはならない存在になりたいと

いうわけです。

　そこで、このビジョンを実現するに

あたっては、我々が持っている競争力

のあるサービスに適した立地を選ぶこ

とができれば、もちろんそれがベスト。

しかし、現状を考えると、我々が立地

する地域において、知名度のある、も

しくはブランドイメージのある、そし

て継続性のある地域に適したサービス

を提供するほかないというふうに考え

ております。したがいまして、店舗の

周りのマーケット分析や基本戦略は、

店舗単位で考える、もしくは想定する

ニーズも、1店ずつこれも店舗単位で

考える。すなわち、店舗の設備や立地

など、それぞれの店舗の特性とのマッ

チングを考えて、基本戦略を立案する

ということで進めています。また、先

なわち何鹿郡の方針を示すということ

で「郡是」という名前がついた、と。

その経緯を少しご紹介すると、明治時

代の官僚に地方産業振興のため全国を

遊説した前田正名という方が「今日の

急務は国是・県是・郡是・村是定むる

にあり」という所信を唱えた。これを

聞いた創業者である羽多野鶴吉は強く

共感し、地元の京都府何鹿郡の発展の

ためには農家に養蚕業の奨励を行うこ

とが郡の急務であるということから

「郡是」であると考えた。そして、そ

れを元に郡是製絲株式會社が立ち上が

った——。今から126年ぐらい前の話

で、その頃から地域のことを考えた創

業者がいたんだなと、その当時に思い

を馳せることで、私自身も感慨深い思

いでございます。

　さて、先ほども申し上げましたが、

我々グンゼスポーツのグループビジョ

ンといたしましては、「エッセンシャ

ルサービスを提供することで地域社会

になくてはならない存在となる」とい

うことです。この考え方について、あ

らためてご説明させていただきたいと

思います。我々がサービスを提供する

対象者、これをどう定義づけるか。そ

れまでは不特定多数とまではいいませ

んが、なんとなく「シニア向けに提供

したい」とか「小学生を対象としては

どうか」など、フワッとしたイメージ

でしかなかったのではないかという反

省点があります。そこで、立地する場

所から半径5㎞以内の生活者や仕事を

している人、あるいは学校に通ってい

る子どもたちもそうですが、その方々

を提供対象として、きっちり定義し直

そう、と。 

　一方で、我々の現状を鑑みたときに、

これが固定の会員様のニーズではない

か、あるいは地域社会のニーズを代表

しているのではないかという錯覚に陥

りがちではなかったかという反省もあ

ります。もちろん長く通っていただい

ている会員様は非常に大事。しかし、

ほど会員様のニーズが必ずしも地域の

ニーズと一致しないと申しました。ち

ょっと誤解を招くような表現ですが、

そういう反省点も踏まえると、適さな

いサービスの見直しというのも同時に

進める必要があると考えております。

ただ、この適さないサービスの見直し

というのは、非常に危険でリスクも高

い。なぜなら適さないサービスは、不

必要なサービスでは決してなく、必要

な方は必ずおられるからです。したが

って、 利用者、もしくは近隣の地域

住民の方々にとって、優先順位の低い

サービスであり、許容される範囲の見

極めが非常に重要と考えています。サ

ービスに適した立地を選ぶのではなく、

立地（地域社会）に適したサービスを

提供するということです。

　また、適さないサービスの見直しが

どこまで許容されるのかというのは、

これはまさに店舗スタッフ の判断、

もしくは納得性が非常に重要になって

くると思います。私がトップダウンで

「このサービス見直してください」と

いうのでは、むしろ大きなリスクも伴

いますし、前に進むこともない。「適

したサービスから適さないサービスを

引いたサービス」、これを結局、我々

は1 店舗ずつ21店舗で総和するしか

ない、と。すなわち、これが我々の提

供価値であり、競争力であると定義づ

けております。そこで、各店舗でどう

いった対応をしたのか、簡単にご説明

させていただきたいと思います。

　まず、兵庫県の明石市にある西明石

店。明石市は、皆さんもご存じかもし

れませんが、子育て支援で非常に有名

な市です。したがって、ファミリー層

が増加しており、店舗近隣の再開発も

非常に進んでいます。この店舗につい

て、店舗スタッフらと検討した結果、

今まで成人専用クラブであったところ

に、ジュニアスクールの導入を決定し

ました。もちろん、設備上の問題やオ

ペレーションの問題など、大きな苦労
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で「京都烏六角店」といっていたので

すが、「グンゼスポーツFLECX」と

いう、新しいブランドを立ち上げ、主

に従量課金制度、いわゆる利用量に応

じてお支払いいただくという都度利用

制を導入いたしました。京都市は、観

光客、特に外国の方で長期滞在される

方というインバウンドも期待できるこ

と踏まえ、こういった従量課金制度を、

将来的につなげていきたいと考えてお

ります。

　最後に南草津店。こちらは京阪神の

ベッドタウンということで、非常に開

発が進んでいる地域で、ファミリー層

が多く、スクール需要が非常に盛り上

がっているという店舗です。したがっ

て、西明石店同様、スクールの増強を

いたしました。また、地域におけるコ

ミュニケーションをさらに高めるため

に、会員以外の方も参加できる「けん

こうコミュニティ」などの取り組みも

実施しております。

　以上のようなことを進めていくにあ

たり、兵庫県尼崎市にある我々の旗艦

店「つかしん店」のハブ機能を同時に

強化しております。先ほど申し上げた

ように、店舗ごとにそれぞれのニーズ

に対応していくことで、当然のことな

がら、店舗の負担は非常に増えていま

す。これに対応するために、旗艦店で

あるつかしん店のハブ機能を強化する。

例えば、人材の育成もその一つです。

一定期間、 新入社員はここで研修し、

また何年かすると、こちらに戻ってき

てスキルアップする、と。そしてここ

で培った力をそれぞれの店舗に再び供

給していく。また、アウトプット機会

の創出。つかしん店では体育館を持っ

ているので、関西地区の何店舗かのス

クール生を集めて、発表会などを企画

し、成長する喜びを提供し、ブランド

イメージの向上を図る。さらに新商品

開発や新たな取り組みを、まずつかし

ん店で実施し、各店舗に展開していき

たいと考えております。

は強いられますが、明石市の地域特性

からすると、これは絶対に必要である

という結論に達したというわけです。

そこで、多少の無理は承知のうえでジ

ュニアスクールの導入に踏み切りまし

た。このジュニアスクール導入に至っ

ては、もちろん、今まで成人専用クラ

ブでやっていたものなので、既存会員

様から不満も出るはずですが、先ほど

申し上げた通り、適している・適して

いないといった観点からいうと、こう

いう導入が必要であったということに

なります。

　続いて、兵庫県川西市にある川西店。

ここは3路線が交わる駅前立地で、女

性の就労者が多く、女性向けの店舗が

多数集まっているという立地にありま

す。ただし、施設は非常に老朽化が進

んでいたということで、ここは女性専

用サービスを拡充していきましょう、

と。そこで4階のエリアを全部、女性

専用エリアに改修いたしました。そし

て女性をターゲットにした設備に生ま

れ変わったのち、近隣の商業施設など

とコラボレーションを実施しておりま

す。

　次に吹田健都店。ここの大きな特徴

は、北大阪健康医療都市であること。

その名の通り、まちぐるみで健康に取

り組んでいる都市です。これに対して、

我々は医療機関、行政との連携を強化

しており、近接している国立循環器病

研究センターとは共同研究の契約を締

結しております。研究センター監修の

もと共同で運動機能改善プログラム

「メディウェルネス® for BRAIN & 

HEART」を作り、現在、検証を進め

ているところです。

　また、グンゼスポーツFLECX（フ

レックス）。ここは京都市のほぼ真ん

中に位置しています。ビジネス街に立

地しており、昼間の人口が夜を上回る

という特徴があります。ご利用いただ

いている層も広く、そこでリブランド

を実施することにいたしました。今ま

　一方、こういったことを実現するた

めには、やはり店舗に負うところが大

きいため、店舗のオペレーションに関

する事項については、店舗運営委員会

という組織をつくり、委員会制として、

ここに一定の権限を委譲しています。

そして、委員会で協議し決定すること

にしています。なお、委員会メンバー

は、店舗特性を理解し利用者に最も近

い店舗のスタッフ全員が委員となって

います。組織としては、社長直轄で、

委員長、副委員長のみ指名しておりま

す。

　また、協議内容によって店舗運営委

員会内に分科会を招集して、その中で

協議することにしています。唯一、常

設している分科会が支配人会議で、店

舗の声を吸い上げる組織として、 店

舗ごとの競争力のアップに取り組んで

おります。以上、駆け足になりました

が、発表を終わらせていただきます。

ありがとうございました。

松村　西村社長、ありがとうございま

した。それでは笠原社長、お願いしま

す。

アイレクススポーツライフの
地域ドミナント戦略

笠原　それでは当社のエリアドミナン

ト戦略の取り組みについてお話しした

いと思います。先ほどお話した通り、

当社は愛知県のみでの出店で26施設、

全店相互利用可能を打ち出しています。

名古屋市に5店舗、豊田市に5店舗、

岡崎市に2店舗、豊川市に4店舗、豊

橋市に4店舗、そのほか田原市、蒲郡

市、春日井市、日進市、豊明市にそれ

ぞれ１店舗というかたちで、そのエリ

アにおいても比較的集中して進めてい

るところでございます。我々の本社は

豊川市なので、まずここに元々あった

総合クラブを中心にしながら、その周

りに、小型のジム、あるいはスイミン

グスクールを貼り付けていくかたちで、
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す。利用メリットとしては、 総合ク

ラブの会員さんは、基本的に無料でラ

イトが使えるということ。ただし24

時間ではなく、有人時間の利用という

ことに限らせていただいています。

　アイレクスの上位ブランドには

「ザ・クラブ」というクラブがあり、

だいたい2万円の価格帯、そして総合

クラブが1万円から1万2000円の価格

帯。４つのスタジオとパーソナルジム

を持つプログラム中心の複合型「マイ

スタイル」が9000円ぐらい。そして、

ライトが6900円からということで、

それ以下はつくらないという基準を設

けています。さらに、スイミングスク

ール・ジュニアスクールも、他よりも

少し高いというぐらいの価格で設定し

ています。

　また、公共施設受託管理も東三河エ

リアと西三河エリアで、それぞれ市か

らの指定管理業者として体育館の運営

などを行っています。そういった意味

でも、まさに多方面で地域に密着して

根付いているということであります。 

　では、なぜ地域密着のこういったド

ミナントにしたかといえば、冒頭にも

申し上げた通り、当社は材木屋として

105年地元に根付いており、したがっ

て、まずは地域に貢献することを旨と

するという事業展開を考えていく、と。

そこは社としての揺るぎないコンセプ

トであり、全国に100店舗、200店舗

を展開していくというモデルもあろう

かと思いますが、やはり地元に出店し

ていくことが最優先事項としてある程

度決められている中で、どうやって多

店舗化していくかと考えたときに、多

業態にしていくという手法が取られた

ということであります。

　今回、このセミナーにあたって、私

たちなりにエリアドミナント活用の優

位性について考えさせていただきまし

た。まず、会員利便性の向上があると

思います。先ほど申し上げた通り、全

店相互利用可能な共通会員であること。

まさに多業態で地元のエリアを攻めて

まいりました。すなわち、ここがドミ

ナント戦略の原点であるというわけで

す。

　また、これも先ほど申し上げた通り、

総合クラブがだいたい700から800坪、

小型のライトジムが80から100坪、 

ジムスタが150から200坪の規模感で

す。そして、スイミングスクール事業

は、プールとアリーナがあるというか

たちの内容で、150坪ぐらいのイメー

ジ。そういった業態を少しずつ貼り付

けていき、最初にでき上がったのが豊

川市の事例であるというわけです。

　豊川市には、フィットネスグランプ

リを獲得させていただいた総合クラブ

で、約3400人の会員数を誇っていた

アイレクススポーツクラブGRANDE

という旗艦店があります。グランデは

市のやや東側にあり、ちょうど中心部

に競合が来るということになりました。

グランデには、その中心部西側から通

っている会員の方々が約1000名いら

っしゃって、競合店を越えて当社に行

かなければいけないという位置性を考

えると、当然、危機感が募ります。そ

こで、その競合店よりもさらに西に、

ライトの小型ジムを奇しくもその競合

店の開業日と同じ日にぶつけてオープ

ンさせました。実は、それがライトの

最初のスタートでした。元々80坪の

書店だったところを改装して、ヨガス

タジオと24時間のジムを持って挑ん

だ結果、600人の会員さんを集め、

3400人のところは200人ぐらい下が

ったのですが、 競合も2000人ぐらい

集めたということで、マーケットの中

では、参加者の拡大がそこで非常に進

んだということであります。それがも

う10年ほど前の話です。その後、各

社、24時間ジムや様々なセルフジム

などもでき上がり、このエリアもどん

どんそういう意味では、競合に侵食さ

れている中、総合クラブ、そしてライ

トというかたちで進めていっておりま

変な話、そのクラブが全国に100店舗

あって、出張のときに…といわれても、

メリットとしてはさほどではありませ

ん。一方、近郊に3店舗あるといわれ

れば、自分の職場、自宅のそば、さら

には営業先など、アイレクスであれば

どこでも使えるという優位性を持って

います。

　２つ目は、現在私自身が地域のまち

づくり団体や商工会議所、あるいは観

光協会やスポーツ協会に所属しており、

地域密着という意味では、こういった

方々とのお付き合いは非常に重要であ

ると認識しています。なぜなら、そう

いった関わりの中で、地域のお祭り、

あるいは様々な再開発事業などのお声

がかかって、当社の出店ができる可能

性があるから。それ以外にも、小回り

が利く分、県内各地の町内会や青年会

などにも積極的に関わることで、ブラ

ンド認知していく優位性もあるという

わけです。

　３つ目は、人材採用での優位性もあ

ると思っています。愛知県内の出店と

いうことで、転勤が愛知県内に限ると

いうことで、愛知県および中部エリア

の学生さんにアプローチをかけていき

ます。もちろん、全国的に活躍したい

という方も少なくありませんが、昨今

では比較的、実家のそばから通いたい

という方も結構いる中で、転勤になっ

ても、通える距離というところでの優

位性があると思います。お陰様で当社

もブランド力が上がってきて、現在で

は毎年20名近くを採用している状況

であります。 

　４つ目は、販売促進での優位性。特

にマスメディアにおいては、愛知県は

中京圏といわれ、愛知、岐阜、三重の

3県で展開されます。したがって、例

えば、テレビ局の場合、いわゆる地元

の情報番組その他が、常にネタ探しを

している中で、アイレクスというブラ

ンドがあれば、そこに取材なども多い

ですし、テレビコマーシャルを打つの
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しました。我々は地元の愛知県、中部

圏の例えばゼネコン、信用金庫、銀行

といった地方企業と連携し、相互利用

の法人チケットを売っていくというこ

とにも取り組んでいます。こういった

ことが我々なりに考えている、当社の

優位性だと思っています。

　さらに、当社としてはそれを差別化

戦略で進めていきたい。地域密着で人

間関係があり、情報も優位だからとい

うだけではやはり続かないと思います。

やはり中身が伴わないとダメだ、と。

私は大学卒業後、東京から地方都市に

来ることになり、いろいろ地域を見て

回ったときに、やはり日本そのものが

もう東京中心で情報も集中している。

地方人はどこか東京にコンプレックス

を持ちながら働いているような姿がと

ても嫌でした。一方で、豊川にはアイ

レクスしかないからしょうがない…み

たいな感じで来ていただくのも本意で

はありません。それは、ある意味、地

域企業の努力不足。逆に地方だからこ

そのプロデュース力を活かした、ハイ

クオリティでローコストな施設づくり

ができると考えています。

　そして、東京や地方から来たお客さ

んがアイレクスを見たとき、「こんな

素晴らしいスポーツクラブがこの地域

にあるんだね」と、地元の方に言って

もらうと、地元の人たちにとっても嬉

しいでしょうし、より我々のファンに

もなっていただける、と。逆に、「こ

れってどこかにあるのと一緒だね」み

たいなことをいわれると、それは非常

に寂しいということになります。そう

いうクオリティを忘れてはいけないと

いうことで、施設づくりだけでなく、

あらゆる面でのクオリティをしっかり

持とうと全社で取り組んでいるところ

です。

　特にその中では、独自のホスピタリ

ティベーシックという接客へのこだわ

り。そして、トレーナーやインストラ

クターを社内研修によって専門家育成

にも全国展開する必要はない。新聞の

地方版も愛知県版、中部版があり、そ

ういったものを適宜活用することで、

経費をおさえてメディアが使えるとい

う優位性があると考えています。

　5つ目は、施設開発の優位性。開発

には様々な不動産情報、物件情報が求

められます。これはもう人とのつなが

りでしかないのですが、お互いに地元

の企業同士ということで、愛知県内で

展開している地方ゼネコンさんや不動

産屋さんとは、同じ仲間ということで

の繋がりが深い中で、いろいろな案件

が持ち込まれてきます。もちろん、そ

こは我々だけが享受できるわけではあ

りませんが、我々の規模の割には情報

量は多いといえるでしょう。

　さらに、行政・自治体との連携。こ

れはもう地元ですので、地元で税金を

払っていますよという話をしながら、

地元企業としてアプローチをしていく。

さらに、人間関係もあります。社員の

同級生や先輩後輩には市役所や有名企

業に就職している人も少なくありませ

ん。そういった人と人との関係もやは

り地域密着ならでは…がある。そうい

った中で、例えば陳情に行ったり、指

定管理に名乗りを上げたり、さらには

最近では、学校のプールなどの教育に

ついても、地元企業ならではのメリッ

トを生かしつつ進めているところです。

　なお、指定管理に関しては、一時は

県をまたいで様々な企業が取りに来て

いました。しかし、最近では再び地元

に回帰されてきているというふうに聞

いており、私は、それはむしろ健全な

姿ではないかと思っています。もちろ

ん、だからといって安堵するのではな

く、むしろより競争力に磨きをかけ、

できるだけ自分たちのところで勝ち進

めていきたいと思っています。

　また、地元企業との連携の中では、

地域で働く方々のさらなる健康支援、

そして企業の健康経営のお手伝いをす

るため、特別法人会員システムを創設

をしていくということ。さらにマネジ

メント教育によって無駄のないかたち

で進めていく。そういった多種多様な

人材教育や研修を繰り返しながら、こ

のクオリティとドミナントによる差別

化でブランドをつくっていこうと取り

組んでいます。こういった差別化によ

って、様々な大手チェーンとは一線を

画した、地域の中での一番店をつくっ

ていこうというのが、我々なりの戦略

であります。

　地域企業というのは、繰り返し述べ

るように、その地域に根差し、地域の

インフラを使い、地域の人を雇用して、

地域の歴史に残ると思っています。一

方、まちづくりや地域のお祭りやイベ

ントなどは地域企業の協力があってこ

そ続けられるものです。そういう意味

では、地域に利益を還元する企業とな

ることで、地域の応援を得ることがで

きる。応援される企業こそが継続でき

る。地元企業が発展して、地域の発展

に尽力することこそが、地域社会にお

ける相互発展の好循環となると考えて

います。したがって、そういう好循環

をどんどん発信していくことが我々の

使命ではないかと思っています。

　当社はボランティア活動にも積極的

に取り組んでいますが、そういったこ

とも人を育てて人を呼び込んできてく

れる、と。そういった活動を通じて、

アイレクスというブランドを育ててい

くことが大事だと思います。我々の社

訓は、「社会に愛される会社たれ、人

に愛される人になれ」。地域に愛され

る会社の発展というのは、実は意外に

難しいものです。我々は、それをしっ

かりやっていきたい。と同時に、それ

を構成する社員たちには、まさに自分

自身が人に愛されるようになろうじゃ

ないか！　といっております。「この

まちにあなたの会社がよかった。あな

たがいてくれてよかった」。そういわ

れるように、アイレクスとしてはブラ

ンディングしていくということです。
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な、 そして地域を担う人材を育てる

ために、グループ会社を通じて様々な

情報交換をしながら、地元での採用を

重視し、地元密着に努めていることが、

比較的、人材の確保につながっている

のかなと思っております。以上でござ

います。

松村　ありがとうございます。西村社

長、いかがでしょうか。

西村　先ほども申し上げた通り、グン

ゼ創業理念の一言目が人間尊重なので、

我々も従業員も含めて、会員の方々の

人間を尊重することを第一に考えてお

ります。一方で、この事業を差別化す

るためには、「人が大事ですよ」「皆

さん頑張って働いてくださいね」とい

うだけでは当然、無責任であり、先ほ

どからご説明している通り、「我々の

店舗でどういうサービスを提供したい

んだ」ということを、まず我々自身が

明確にするべきであろうと思っていま

す。

　最近、面接等を行っていると、「私

はこういうことをやりたい」とはっき

り示される方が非常に増えていると感

じます。要は、そこと我々がやりたい

こととのマッチングの問題かなという

ふうに思っています。だからこそ、

我々がやりたいサービス、重要視して

いるサービスは何かという意思表示こ

そがより大切になってくるのではない

かと考えているところです。

松村　ありがとうございます。笠原会

長、いかがでしょうか。

笠原　人の問題については本当に重要

で、特に地方の企業の中で、東京から

多く人を呼べるわけではないので、そ

の中で、質の高い人材をどう採るかと

いうのは、本当に大きな課題です。当

社、アイレクスの場合、面接で必ず聞

くのが、「なぜアイレクスなんだ？」

以上となります。ありがとうございま

した。

松村　笠原会長、ありがとうございま

した。また、繰り返しおうかがいする

ことになってしまうかもしれませんが、

私の方から一点、お聞きしたいと思い

ます。昨日も私どもFIAで2つのセミ

ナーを提供させていただきましたが、

その中で今後の大きなポイントとして

確認できたことは、人材確保という面

での課題でした。各店舗でお客様と直

接触れ合うスタッフの方々による対人

サービスの価値観の醸成、あるいは本

社機能を担っていくための人材育成な

ども含めて、人に対する投資というも

のが非常に大事になってくる、と。そ

こで、本日お越しいただいている3社

様に、人の採用、教育に対する力の入

れようなどについて、どのようなかた

ちで取り組まれていらっしゃるかとい

う点についておうかがいしたいと思い

ます。まず、古泉社長からお願いいた

します。

採用と人材育成

古泉　私どもは、グループ会社の一員

でございますが、やはりグループの力

を借りることと、そしてそれぞれの会

社が力を発揮するということの両方の

面で、人材確保、人材育成を図ってお

ります。基本的には、この6月、7月

から、フジ・グループとしては、地元

の学校を訪問し、先生方と意見を交換

させていただきながら、どういった人

材が欲しいのかということをご相談さ

せていただいて、実際の採用につなげ

ているところでございます。おおよそ、

年間150名ぐらいの新入社員を採用し

ておりますが、その中で適性を鑑み

て、 本社に行くケースもあれば、系

列企業に行ったりするケースがありま

す。また、会社独自でも採用活動をし

ており、最近ではwebなども活用して

おりますが、やはり、OB、OGが地元

の学校を卒業していることが多いとい

う事実を鑑みると、入社歴のある学校

への声掛けが、一番大きいのかなと思

っております。

　それと、もう1つ特徴的なのは、会

社にユニオンがあるということで、

我々は早くからUAゼンセンに加盟し

ておりました。したがって、福利厚生

面や社員処遇制度にしても、他社と比

べ恥ずかしくないものを兼備している

と思っております。それらには、各社

いろいろな特徴があると思いますが、

私どもは企業内労働組合ですので、そ

ういった面では、たくさんの業種、業

態から様々な情報交換をさせていただ

きながら最適なものを採用しておりま

す。かつてはストに発展する寸前まで

の事態になったこともありますが、そ

れだけ働く方に対して誠意を持った制

度を提供しているというのは、非常に

大きな強みではないかと思っておりま

す。

　また、どこの企業でも抱えている悩

みだと思いますが、ライフスタイルに

応じて、全店で活躍できる社員の方も

いれば、そうでない方もいらっしゃい

ます。あるいは、このお店で、もしく

はこの地域でしか働けないなどといっ

た様々な事情があると思いますから、

そういう面ではリージョナル制度やタ

ウン制度といった社員群制度も設けて

おりますので、都会で働いていた方が、

地元に戻って働きたいという方にも比

較的スムーズに採用できるような環境

をつくっているのかなと思っておりま

す。

　育成については、管理職クラスの

40代以上のメンバーが少なくて、ま

だまだ、そういう面では若干の遅れを

とっていることは否めませんが、一方

で、親会社の方々の平均年齢が高いの

で、 そういったサポートも受けなが

ら人材育成を図っているところです。

特に、地域の活性化につながるよう

2023年（令和5年）10月10日
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と。フィットネスクラブで働きたい、

その業界に入りたいと、なんとなく大

手から順番に受けていってここに来た

っていう感じの人は入れない、と。

　先ほどお話した通り、我々は差別化

によって「アイレクスらしい」ことに

取り組んでいるので、最初の段階で、

いい人材がいた場合は、一次面接のと

きに、「ぜひ、うちの店を見に来てく

れ」といっています。必ず何店舗か見

た上で、その違いを分かって「アイレ

クスに入りたいんです」といってこな

いと最終面接で落ちる、と。我々もや

っとそういうことがこの2～3年でい

えるようになってきた感じもするので

すが、アイレクスでなければダメなん

だという、ある意味、よく事前研究を

していただいて、我々を選んでもらっ

ていくということです。

　最近行った社員研修でも、みんなが

選んだアイレクスで、これからも頑張

っていこうと話したばかりですので、

採用に対してもそういうところからこ

だわりたいと思っています。もし、こ

こに中途で入社したい方がいた場合は、

ぜひアイレクスを研究していただけれ

ばと思います。

2023年度のゴールイメージ

松村　では、最後に私からもう一つお

うかがいしたいと思います。現在、ポ

ストコロナを経て、今期もセカンドク

ォーターがすでに動き始めている状況

だと思いますが、ざっくりと、各社様

の今期のゴールイメージみたいなもの

お示しいただければと思います。では、

古泉社長から。

古泉　先ほども申し上げましたが、今

期は赤字予算でスタートしました。が、

会員目標を上方修正し、黒字化に向け

て、ちょうど今中間地点ということで

トントンぐらいかなと、予測しており

ます。そして、将来的な事業も含めて、

今、2024年から26年の新中期経営計

画を組み立てている最中ですが、やは

り、ライバル企業がたくさん出現して

いる中、どう戦うべきかということが、

直近の課題だと思っています。まずは、

損益が云々ではなく、相手から会員数

を奪うということを主眼に、これから

4年ぐらいは駆け抜けていきたい。そ

の元年が今年と位置づけております。 

　イメージとしては、やはり、経営資

源であるスタッフもそうですし、マシ

ンもそう。あるいはシステムやコンテ

ンツもそうですし、知的財産やブラン

ドもそうですが、やはりどこよりも最

先端で、最新で、画期的で、斬新で、

2023年（令和5年）10月10日
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新鮮で、旬なもの。そういった武器が

常にあれば、どんなところが来ても太

刀打ちできると思っています。そのた

めには既存店を中心に、しっかりリニ

ューアルをしてまいります。併せて、

我々ショッピングセンター（SC）に

出店しておりますので、SCも必ず2

年に1回はリニューアルをしていきま

すから、その相乗効果で競合に負けな

いように頑張りたいと思っています。

そして、必要であれば、新規業態開発

というものも想定しながら、 24年以

降で実現できたらいいな、と。また、

総合業態を中心に、苦しんでいる地元

のスポーツジムさんもありますから、

そういう面では、居ぬき物件も含めて

積極的に展開をしていきたいというよ

うな思いもあります。以上でございま

す。

松村　西村社長、いかがでしょうか？

西村　グンゼスポーツに関しましては、

ジュニアスクールの方は回復というよ

りは、成長回帰し、さらに成長軌道に

乗ってきたところで、新たな段階に来

たというふうに感じています。一方で、

会員数など全体的にはコロナ前の回復

とまでは、まだまだ至っておりません。

ただ、大前提として、早急に戻るかと

いうと、そうとも考えにくいというこ

とから、先ほど、つかしん店のところ

で申し上げたように、新しいサービス、

新商品開発、こちらで新たな売上を積

んでいきたいというふうに考えていま

す。

松村　ありがとうございます。最後に

笠原会長、お願いします。

笠原　当社の業態としては、半分以上

がフィットネスで、あとの3割ぐらい

の中で、スイミングやジュニアスクー

ル、そして10％以下で受託というこ

となので、何はさておいてもフィット

ネス事業の回復が決め手となります。

実は、愛知県の中でのドミナントを加

速させるべく、新たに20年度で8店舗、

21年度で8店舗、さらに22年度も8店

舗ということで、既存の店舗も含め計

50店舗ぐらいに至る出店計画を持っ

ていました。ところが、コロナで3年

間 止められてしまいましたので、そ

れどころではなかったのですが、結果

的に今はそのキャッチアップを進めて

いく中で、なんとか、冒頭申し上げた

通り、この23年度の決算で、だいた

い5～６％ぐらいの経常利益までは出

せそうです。元々10％ぐらいが目標

ではあるんですが、そこまで出した中

で、いよいよその翌年から次の成長に

向けての準備をしていこう、と。そこ

で、年度内にはなんとか1店舗ぐらい

は、総合クラブその他もやれるように

したいと準備を進めているところです。

　なかなか苦労はしていますが、現場

の社員たちが非常によく頑張ってくれ

て、細かく予算管理をしつつかつ一体

感を持ちながら、少しずつ積み上げて

いった結果であるというふうに思って

います。また、次の一手が非常に重要

で、新規事業、今の業態そのままでは

なかなか今まで通りの集客はできない

であろうとも考えているので、ネクス

トプロジェクトも立ち上げながら、次

の段階では多店舗化できる成長業態を、

今まさに研究・模索しているところで

す。以上です。

松村　ありがとうございました。本日

のセミナーを通して、エリア内でのド

ミナント力を高めつつ、ブランディン

グを明確にしていくためには、総合型

だけではなくて、その周辺のサテライ

トに業態を配置される、あるいは総合

型の店舗でもそれぞれの店舗の性格を

一度リブランドして店舗の個性を出し

て、そのエリアでの優位性を高めてい

く、さらにエリア内で細かい戦略を立

てていくことが重要であることが非常

によく理解できました。また、グラス

ルーツ的な地場での活動を通して、や

はり開発や販促の優位性、そして人材

確保の優位性ということも、それに伴

って高まっていくという強みがあると

いうことが私自身もよく学ぶことがで

きました。時間となりましたので、こ

れでセミナーを終わらせていただきた

いと思います。最後に皆様、本日ご登

壇いただきました パネリストの方々

に、今一度拍手をいただければと思い

ます。ありがとうございました。

2023年（令和5年）10月10日

（一社）日本フィットネス産業協会 事務局長　松村 剛



14 2023年（令和5年）10月10日

レポート

　前号よりフィットネス体力テストの取り組み状況を会員の皆様に
共有させていただいておりますが、今号では野村不動産ライフ＆スポ
ーツ（株）様での取り組みについてご紹介させていただきます。
　本記事の執筆にあたっては、同社の事業推進部フィットネス事業
課上級マネージャーである、小松裕季様にご協力いただきました。
　同社様では、この事業を各店舗にて本格導入する大切な準備と
して、まずは現場で対応する社員が自ら実際に測定を体験すること
で、体感的にもそして意識的にも共感を得ることが重要であるとの
課題意識から取り組まれたということです。

①体力測定社員体験会の概要 
●目的・狙い：
　・社員の測定実施に対する経緯および考え方とマインドの確認。 
　・測定本番時にスムーズな進行が行えるよう、
　  オペレーションの精度向上を図る。 
    （測定参加者の不安を少しでも解消させること） 
●対象者（どのような立場の方々が参加されたか）：
　フィットネスセクションの社員 
　＞参加人数：初回は約40名であったが、
　　そこでの未参加者に対しては10月に追加実施したため
　　総勢約80名の社員が対応した。 
　＞実施場所：メガロス店舗（マシンジム内を利用）
 
②実施にあたっての準備 
　＞事前に測定会を今後、実施していく旨など社内メールにて
　　共有。 測定器がない店舗は事前に購入を促した。 
　＞各店舗内においてはキャストへの周知をはかるため
　　所定の連絡書等フォーマットを作成した。 

③実際に実施した際の雰囲気について 
　＞予想以上に白熱した測定会の雰囲気となった。
　　（部活的な感じでしょうか。） 
　＞社員が一緒になって体を動かすことで、
　　コミュニケーションの向上にも繋がった。 
　＞シンプルな測定ではあるが、
　複数人で実施することでの意義も伝わったと感じる。 

④実施後の参加された社員の皆様の本事業に対する意識や
　ビジネスの可能性についての捉え方の変化について 
　>シニア世代（弊社にはシニアスクールが存在します）に対し、
　運動をすることでの効果測定として活用できる可能性を実感した。
　＞体組成測定だけでなく、体力要素としての効果測定としても
　　活用が考えられると思う。
　 
⑤今後の本事業活用向けた期待・課題 

●期待：定期的に測定を開催することで、
「この季節＝測定会の時期が来た」と
ゲストに思っていただけるようになると、
会員継続策の一つになるのではない
かと期待している。 

●課題：企業や自治体に向けた体力測
定の販促。地域密着クラブとしての存在感、必要性を感じてい
ただくためにも、体力測定を通じ地域との関係性を構築させて
いくことが今後の課題であると考えている。

⑥今後の取り組み予定 
　　シニアスクール導入店全店

に対し、12月末までにスクール
生に測定を実施する予定。まず
は休館日を利用した体験会の一
プログラムとして導入し、さらに
は受託施設での測定イベントの
実施できればと考えている。

　今回の野村不動産ライフ＆スポーツ（株）様の社員向け測定体験会
には、本事業推進の協力団体であるALL FITNESS JAPAN代表の
雨宮友氏も参加されたので、事業推進者の視点で取り組みの意義につ
いてお伺いしました。以下にご紹介いたします。

（一社）ALL FITNESS JAPAN
代表理事　雨宮 友氏
 
　体験会に参加させていただき、皆さんが大変楽しんでいただいている
姿が印象的でした。今後各社様、法人様へのサービス提供も検討いただ
いているかと思いますが、従業員同士のコミュニケーション施策としての
ポテンシャルも高いと感じました。
　冒頭、小松さんからも、事業の重要性・取り組む意義、参加を通じて実
施のオペレーションを自分たちで考えながら体験をするようにお話をされて
いました。
　体験会以降、体験会で撮影した写真を活用しながらSNSで各店舗の
体力測定の参加誘導をされているのを拝見し、皆様が創意工夫して、前
向きに取り組んでいただいていると感じています。
　従業員の方に実施をしていただくことで理解の促進だけでなく、楽しさ
を実感してもらうことで取り組みの温度感がとても上がります。各社様、ぜ
ひ従業員の皆様のご利用から始めてみてはいかがでしょうか。

野村不動産ライフ＆スポーツ（株）
事業推進部フィットネス事業課上級マネージャー
小松　裕季 氏

2
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F C M 検 定 コ ー ナ ー

2 FCM+ATIダブルライセンス取得者にインタビュー

田中 裕三さん
（株）THINKフィットネス エリアマネージャー（FCM2級+ATI）

　現在、京都のゴールドジム3店舗を統括するエリアマ
ネージャーです。大学生時のアルバイトから通算して、フ
ィットネス事業に約20年間従事しています。
　就職後に、トレーニング指導力を専門的に強化する
ため、JATIのATIを取得し、今も更新を続けています。
一方いくつかの店舗で仕事をするなかで、トレーニング
の素晴らしさをお客様に伝える場であるクラブの運営
の難しさや重要性に直面することも多く、その都度考え、
先輩・上司に指導を受けてきました。また、自分自身が
後輩・部下に指導することもあります。しかし、どうしても
指導する者によって内容に偏りや違いが生じており、
同様に受ける人によって伝わり方に強弱が生じている
と感じていました。

　そんなときにFCM技能検定がはじまり、早速、学び、
2級を受検し合格しました。FCMの学習を通じて、それ
までOJTを中心に経験で得たクラブマネジメントに関す
る知識が体系的に整理・補強されました。また、業界共
通と独自部分の位置づけができることで、より自信をも
ってマネジメント業務を行えるようになりました。1級技
能士も目指しており、今後さらに知識・経験を深め、試
験に挑戦したいと考えています。
　トレーニングの素晴らしさを伝える者として、これからも
トレーナー力とマネジメント力の両方を高めていきたいと
思います。また、同じように取り組む人が従事するクラブ
が発展することが大切だと思っており、まずは担当する
店舗で実現すべく取り組みます。

第14回フィットネスクラブ・マネジメント技能検定試験
日時：2023年11月23日（祝・木）
開催地：札幌、仙台、東京、横浜、金沢、名古屋、大阪、岡山、広島、松山(愛媛)、福岡、那覇(沖縄)

1 最新ニュース

受検者数（累計）が多い企業・団体・学校の紹介
企業名・団体名
アイレクススポーツライフ(株)

（株）アピアスポーツクラブ
（株）宇部スイミングスクール
（株）エイム
SDエンターテイメント(株)
(株）エル・ローズ

（株）オークウエルネスサービス
（株）オークスベストフィットネス
（株）グラン・スポール
グンゼスポーツ（株）

（株）COSPAウエルネス
コナミスポーツ（株）

（株）コパン
（株）齋喜ビル
西部ガス都市開発(株)
JR東日本スポーツ（株）

（株）シンワ・スポーツ・サービス
（株）THINKフィットネス
スポーツクラブNAS（株）

住友不動産エスフォルタ（株）
セントラルスポーツ（株）

（株）ダンロップスポーツウェルネス
（株）ティップネス
（株）東急スポーツオアシス
東急スポーツシステム（株）

（株）東京アスレティッククラブ
（公財）東京YWCA
(株)トピーレック

（株）ニチガスクリエート
（株）日新ウエルネス
新田塚コミュニティ（株）
野村不動産ライフ&スポーツ（株）

（株）ハイパーフィットネス
人の森（株）

（株）ビバ
フィットイージー（株）

（株）フージャースウェルネス＆スポーツ
（株）フジ・スポーツ&フィットネス
ベストパートナー（株）

（株）豊和
（財）北陸体力科学研究所
（NPO法人）海山スイミング
クラブ

（株）ルネサンス
（株）レッツコンサルティング
（株）レフコ
（株）ロンド・スポーツ
（株）エムデジ

大学・短大
札幌国際大学
神奈川大学
中京大学
中部大学
日本大学
東海学園大学
共栄大学
鈴鹿大学
大阪体育大学

大阪電気通信大学
武庫川女子大学
環太平洋大学
東洋学園大学
城西大学

専門学校（団体受検）
札幌スポーツ＆メディカル専門学校
札幌スポーツ専門学校
盛岡医療福祉専門学校
仙台医健・スポーツ専門学校
三幸学園リゾート＆スポーツ専門学校 全国９校
日本健康医療専門学校
東京スポーツ・レクリエーション専門学校
大原簿記情報ビジネス専門学校大宮校
仙台大原簿記情報公務員専門学校
大原スポーツ医療保育福祉専門学校
広島YMCA専門学校
宮崎ブライダル＆医療スポーツ専門学校



マネジメントスキルチェックシート
レベル：マネージャー カテゴリー：計数・損益管理 ワーク：予算計画作成

スキル：店舗の運営方針・計画に基づき、売上・収益管理に関する予算及び計画を作成している。

チェック 項　目 参照ページ

□ 店舗のコンセプトは明確である。 VOL.3アドバンス

□ 店舗コンセプトは作成時からの環境変化に対応している。 P110～P116

□ 店舗コンセプトの目標は数値化している。

□ 店舗の中期年間計画確認を確認している。

□ 上位組織（会社）の売上・利益・生産性等の方針を確認している。

□ 店舗の売上・利益・生産性等の年間目標・予算を設定している。

□ 店舗の年間目標達成に必要な各種計画を設定している。

□ 各種計画と連動した月次予算を作成している。

□ 予算管理のPDCAについて設定している。

マネジメントスキルチェックシート
レベル：チーフ カテゴリー：顧客マネジメント ワーク：顧客データ分析

スキル：さまざまな種類の顧客とそのニーズを理解するために顧客データを解釈する。

チェック 項　目 参照ページ

□ 対象市場の特性を理解している。 VOL.3インター

□ 市場特性データの取得方法を知っている。 ミディエイト

□ 対象商圏を把握している。 P107～P111

□ 対象商圏の判断方法を知っている。 P105

□ 既存顧客の属性を把握している。 P197～199

□ 既存顧客の属性・利用状況データを取得できる。

□ スポーツクラブ選択理由の一般的な構成比を把握している。

□ 既存顧客の利用目的、ニーズを把握している。

□ 顧客の満足度、不満足度を定量化する方法を知っている。

マネジメントスキルチェックシート
レベル：スタッフ カテゴリー：コミュニケーション ワーク：接客応対

スキル：正しい応対ができ、気持ちの良いコミュニケーションがとれ、各所に適切に引き継いでいる。

チェック 項　目 参照ページ

□ 当業界におけるホスピタリティを理解している。 VOL.3ベーシック

□ フィットネスクラブ利用者の特性を理解している。 P137～P144

□ フィットネスクラブに相応しい身だしなみをしている。 P160～162

□ 日頃から自分の表情、笑顔、態度を確認している。

□ TPOに相応しい言葉遣いを実践している。

□ 会話にクッション言葉を取入れている。

□ 現場の情報を関係者に報告・連絡・相談（報･連・相）している。

□ 報・連・相は口頭、電話、メールを効果的に使い分けている。

16 2023年（令和5年）10月10日

F C M 検 定 コ ー ナ ー

　FCMは現場に必要なマネジメント知識とマネジメントスキルを判定するものです。下記にレベル別に、1つのマネジメントスキルに関す
るチェックシートを紹介します。ご自身でチェックしてみてください。
（＊各チェック項目の内容は、FCM公式テキストの該当ページを参照ください）

3 FCM事例等紹介
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賛助会員加盟企業    Associate member

NEW MEMBERS 新規加盟企業紹介

▶▶▶企業PR
　株式会社Nwithは食事・栄養の専門家である管理栄
養士を800名ほど抱え、パーソナルジム・フィットネスクラ
ブの食事管理をお任せいただいております。
　完全成果報酬のレベニューシェアモデルなのでリスク
一切なし！　クラブではやりきれない食事管理のサービス
をご提供いたします。

▶▶▶主要商品・サービス
　パーソナル食事管理サービス“CHONPS”をご提供し
ております。
　主に下記３つの機能がございまして
・月に１度のオンラインカウンセリング
・食事へのフィードバック
・質問し放題のチャット
にてお客様の食生活改善を応援します。
　人ならではのお節介と気遣いで、AIではやりきれない生
活習慣の行動変容を促し、運動をする方々がより長く、健
康的に継続ができるよう支援します。

【企業概要】
会社名	 ●	 株式会社Nwith(エヌウィズ)
代表者	 ●	 代表取締役　福澤 龍人
所在地	 ●	〒103-0028
		  東京都中央区八重洲1-8-17 新槇町ビル6階
担当者名	●	 代表取締役　福澤 龍人
連絡先	 ●	 TEL.：080-957708678　
e-mail 	 ●	 info@n-with.com
URL 	 ●	  https://n-with.com/

株式会社Nwith
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　議案審議に先立ち、消費者庁事故調査室より、調査室長等、ご担当者が来場され、パーソナルトレーナー（以下PT）による消
費者事故に関する調査事業へのFIAの協力依頼について説明があり、意見交換を行なった後、これを了承した。
　依頼の趣旨：PT指導に起因する傷害について調査を行う。調査は対面調査・アンケート調査の2種とし、広く業界の全体像を
表すデータとしたく、FIAだけでなく他の団体等も含んで実施したい。調査事項立案と対面調査実施について最大の業界団体
であるFIAの協力を得たい。（アンケート調査は外部委託社）
意見交換概要：
＊	調査室：質問項目は今後1-2か月で検討する。対面調査は質問項目が多くアンケート調査が先になる見込み。
　調査に1年、報告に1年を予定し、報告書は2年後。
＊	FIA：他団体とはどこか？　調査室：資格発行団体等を考えている。
＊	FIA:団体等に加盟しない個人経営ジムで事故の多くが起きていると認識するが、これらも調査対象とすべき。
　調査室：そのように考えている。
＊	キーワードである「健康被害」について
　調査室：PTから食事制限指導を受けての障害のようなものを考えている。但し、骨折などと違い因果立証が難しい。
　FIA:糖質制限に起因する害が多いのではないか。間違った情報発信が広がっている。マスメディアが取り上げると正しいと
誤信される。ガイドラインを作るなどの対策が必要ではないか。

申請のあった賛助会員入退会につき審議の結果いずれも承認された。
 １．入会 
賛助会員
１．	 会社名	 株式会社 Nwith　
	 所在地	 東京都中央区
	 資本金	 100万円
	 営業内容	 650名超の管理栄養士による、パーソナルジム・フィットネス施設向け食事管理サービスの提供
	 	 ※古屋理事・戸谷氏（元セントラル・コンサルタント業）ご紹介

2．	 会社名　	 パーストワン 株式会社　
	 所在地	 東京都千代田区
	 資本金	 1,700万円
	 営業内容	 業務用空調機器

３．	 会社名	 メディアシステム 株式会社　
	 所在地	 東京都中野区
	 資本金	 5,000万円
	 営業内容	 ビッグデータを活かしたクラウド型情報分析システム「エンタープライズ」の開発・管理・運用

2023年（令和5年）10月10日

FIAは9月8日（金）、第224回となる理事会を開催し、
理事監事19名が出席した。　第224回

FIA理事会議事録

審議・決裁事項

議事1-1　会員入退会の件
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４．	 会社名	 株式会社 Sapeet
	 所在地	 東京都文京区
	 資本金	 800万円
	 営業内容	 AI身体分析・3次元可視化アルゴリズムを利用したサービスの提供「シセイカルテ」

 ２．退会 
正会員
１．	 会社名	 株式会社 ジェイエスエス　
	 所在地	 大阪市西区
	 施設数	 フィットネス以外の形態83
賛助会員
１．	 会社名	 株式会社 パワーエレメント
	 所在地	 神戸市兵庫区
	 営業内容	 プール関連照明・床材等スポーツ用品販売
　　　　　　　　　　

事務局より事業分野の状況並びに今後の予定について説明を行い、必要事項は協議した。
報告・協議事項　
（１）フィットネス体力テスト進捗状況

　　●システム利用状況報告：2023-4-1～9-3
	 総利用者数　1,325件（有料での利用数　740件）
　　●正会員企業のテスト実施申請状況
	 9社
	 ※今後、特に規模の大きな加盟企業に対しては、個別に打ち合わせの機会を設定して本事業への参画を呼びかける。
	 　ビジネスチャンスを逃さず成果につなげて頂きたい。
　　　
　　●東京都との取り組みについての進捗

　9月10日（日）秩父宮ラグビー場でのラグビーワールドカップパブリックビューイングイベントに併設される体力測定イベント
から本格的にスタートし、年度内11催事13日分を予定。イベントに参加してフィットネス体力テスト無料体験クーポンを持つ
測定希望者（一般の方）の受け入れ施設の確認を行っている。
（東京都主催イベント参加者の測定受け入れに関する主なポイント）
●受け入れていただくクラブには測定に係る費用として、一人につき1,000円（税込み）が後日、FIAより支払われる。シス
テム利用料200円は東京都の負担となる。
●受け入れていただく各クラブはそれぞれで測定体制を確定し、LPの店舗検索上に新たに追加開発した“備考欄”に
測定実施条件を追記することで測定希望者に伝える。
極力多くの受け入れ施設を確保する必要があるため、各社様のご理解とご協力を一層、賜りたい。

（２）各分野進行状況報告

SPORTEC　
　 　（１）東京　　東京ビッグサイト東１～３ホール　8月2日（水）～4日（金）
　　　　展示会概況並びにFIA提供セミナーの受講数等が報告された。
　　　①全体として　4年前の活気が戻った実感。
　　　　入場者数　2日（水）14,751　３日（木）12,607　4日（金）12,598　計39,956人
　　　②FIA提供セミナー4講座

2023年（令和5年）10月10日

第224回 FIA理事会議事録

協議承認事項
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FIA×SPORTECセミナー
●8月2日（水）　B-2　FIAトップセミナーPart1　　受講者数71
　アフターコロナ時代のフィットネス産業復活へのロードマップ
　岡本利治氏　㈱ルネサンス　岡部智洋氏　㈱ティップネス
　室田健志氏　コナミスポーツ㈱　【ファシリテーター】吉田正昭
●8月2日（水）　B-3　FIAトップセミナーPart２　受講者数60
　フィットネス産業復活のための新たな経営戦略を考える
　大友康彰氏　㈱COSPAウエルネス　田畑　晃氏　㈱ダンロップスポーツウェルネス
　小林利彦氏　　野村不動産ライフ＆スポーツ㈱　【ファシリテーター】吉田正昭
●8月3日（木）　B-6　FIAトップセミナーPart３　受講者数64　
　健康インフラであるフィットネスの地域ドミナント戦略
　笠原盛泰氏　アイレクススポーツライフ㈱　西村仁宏氏　グンゼスポーツ㈱
　古泉有浩氏　㈱フジ・スポーツ＆フィットネス　【ファシリテーター】松村　剛
●8月4日（金）　15:00～16:30　B-9　受講者数50
　現場力、支配人マネジメント力向上のための特別セミナー
　加藤晴王氏　セントラルスポーツ㈱　田中克宜氏　野村不動産ライフ＆スポーツ㈱
　井口和久氏　㈱ルネサンス　【ファシリテーター】韮沢靖彦
●松村事務局長受任講座「運動部活動の地域移行（無料）」　受講者数48

（２）福岡　マリンメッセ福岡　12月13日（水）～14日（木）　　
セミナー策定にあたっては、事業委員会並びに執行部に相談しながら案を策定の上、SPORTEC実行委員会とすり合わ
せの上、最終的に理事会に報告を行う流れで進める。

マスターズ大会　
FIAマスターズスイミング選手権大会2023秋季関西大会
開催日：9月24日（日）京都アクアリーナ
募集結果並びに準備概況が報告された。
＊エントリー締切8月７日。募集結果196チーム　827名
＊FIA加盟クラブチーム　381名
オープン参加チーム　446名
＊開場　８：００　競技　9：30～16：51
＊開始式　12：５０～
＊花房会長・吉田専務・大友理事・岡本理事・尾崎理事・室田理事　 

FIA加盟企業の多様性並びに安心・安全への対応について
　前回理事会での討議を受け、執行理事で協議のうえ8月11日、ホームページに以下の内容を掲載したことが報告された。
「FIAの加盟施設は、適正な運動施設及び指導の提供を通して、これからも日本の健康を支えてまいります。」
㈠、FIA加盟の施設に於いては、多様性が広がる今日の社会状況を受け、全てのお客様が快適に施設を利用していたける
    ことを目指し、各施設の設備・環境に応じて配慮がなされることを推奨しています。

㈡、FIA加盟の施設に於いては、提供されるパーソナル指導及びグループ指導に於いては、安心・安全を第一にお客様のニ  
    ーズや身体状況に応じた指導を提供いたします。また、対応する指導者に於いては、相応の指導資格認定又は社内で設
    けられた資格及び研修制度を修了した指導者が対応いたします。

2023年（令和5年）10月10日

第224回 FIA理事会議事録
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㈢、FIAでは国が進めるヘルスケア産業領域での安全基準の普及への取り組みに賛同し、『FIA加盟施設認証制度』を定
め、加盟企業への申請義務化を進めることで、FIAを中心としたフィットネス施設の安心・安全の普及に努めています。
※上記の後に、FIA加盟施設検索サイトに誘導し、認証施設を確認できる流れとした。

　今年度試験の応募状況並びに準備概況、課題について報告が行われた。
1　2023年度試験申込み中
＊締切りは10月3日
＊大学生の夏季休暇明けが9月20日以降のため、今後申請見込み。

2　2023年度受検者募集活動実施状況報告
　1）啓発ツール（ポスター、リーフレット）送付連絡実施
　　①FIA正会員企業99社へ、店舗数分のリーフレット送付
　　②運動系専門学校26校に対象生徒数相当のリーフレット及び各校2枚ポｽﾀｰ送付
　　③FCMに共感いただいている大学17校へポスター2枚、リーフレット送付
　2）FCM及びFIAのホームページ改良
　　①FCM紹介ショート動画を新規掲載
　　②合格者インタビュー掲載者を5名→16人（1級3人、2級8人、3級5人）増強
　　③過去問チャレンジ（実際の問題を簡便に実行し、採点及び解説を表示）新規掲載
　　④受検者数の多い団体一覧を新規掲載
　　⑤会長挨拶（FCMへの取組み）を新規掲載
　3）専門学校、大学、団体への啓発訪問等
　　①三幸学園理事長、担当理事、各校責任者、担当教員への啓発対話（面談、リモート）
　　②日大、東海学園大、東洋学園大、武庫女大、中部大、JATI認定校、FCM説明実施
　　③SPORTEC出店大学との面談（東大、立教、帝京、九産大、中京大、大阪体育大）
　　④（公）世田谷区スポーツ振興財団訪問面談し、2023年10名受検申請受理済。　　

3　今後の受検者募集活動の拡充計画
②公共施設運営スポーツ振興財団等への受検啓発（対象90団体）強化
②フリーインストラクター、パーソナルトレーナーへのマネジメント学習・受検啓発開始

4　FCM検定啓発に関する理事企業へ協力のお願い
①各社のFCM技能士の掌握及び社内公表の実施
②技能士資格の名刺記載の実施
③採用説明会時のFCMリーフレット設置
④受検料補助、学習教材費等補助の拡充
⑤合格者インタビューの候補者選出

5　2023年度（第14回）フィットネスクラブ・マネジメント技能検定試験準備状況
厚労省認可済の事業計画に基づいて進行している。
1）会場準備
・全国12会場が決定し、各会場の使用教室調査は10月上旬確定予定。

2023年（令和5年）10月10日

　２．検定事業

第224回 FIA理事会議事録
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　2）試験問題
・技能検定委員（作問担当）にて作成中、10月下旬確定予定。

　3）試験運営
　　・運営マニュアル作成後、技能検定委員会（運営担当）を11月上旬開催予定。
　　・試験監督官等配置準備中。

6　技能検定優良事業所顕彰の件
・厚生労働大臣認定試験機関となり5年間が経過した。厚生労働省要請に応じ、当協会
より技能検定に関する優良事業所（企業）1社を推薦した。

１．消費者庁PT調査関連。
＊PTという伸びる分野を一部の企業や指導者の不具合で失速させてはいけない。FIAも協力してゆくべきではないか。
＊PT関連の5団体NSCA・JATI・NESTA・AFAA・健康運動指導士会などとの情報交換や交流も必要。

２．関連事項
＊ドーピング疑惑のあるパーソナルジムなどを注意して行くことや、低糖質指導の弊害への警鐘も行って行きたい。
＊近年、参入事業者・参入経営者層の多様化・変質が感じられる。金銭トラブルや薬物など、社会問題化の芽ともなり得る。
我々で全てを拾い切れないが、少なくとも「FIA企業はしっかりしている」いう体制づくりとそれをアピールすることが大切。

2023年（令和5年）10月10日

３．討議

第224回 FIA理事会議事録
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克服できると、そう認識しています。

　2023 IHRSA グローバルレポート

作成のための IHRSA 会員クラブに対

する最近の調査によると、クラブとス

タジオの運営者は 2021年と 2022年

に比べて2023年について楽観的です。

　重要なのは、回答者の約 80% が 

2023年の会員数と収益が5%以上増

フィットネス業界の
予測は上向き

　世界中のヘルスクラブ、ジム、スタ

ジオのオーナーや運営者が今日直面し

ている課題を見ると、施設の将来につ

いて悲惨な見通しを抱いていると思う

かもしれません。

　パンデミックの長期化の影響、サプ

ライチェーンの問題、提案されている

付加価値税率の引き上げ、エネルギー

コストの上昇、金利の上昇、インフレ、

労働市場の逼迫、戦争、気象現象、景

気後退の懸念など、課題は山積してい

ます。

　しかし、多くの経営幹部は将来につ

いてより広範で長期的な展望を持って

おり、経済と消費者心理は変動します

が、健康とフィットネスに対する消費

者の見方を変えることでバランスをと

り、おそらく現在の課題のいくつかを

加すると予想していることです。この

プレビューでは課題と成長を遂げてい

る施設に焦点を当てていますが、レポ

ートではより多くの業界データ、トレ

ンド、権利擁護活動に関する情報が入

手可能です。

　経営者の間で最も楽観的な見方を示

している背景にあるのは、消費者にお

2023年（令和5年）10月10日

ここに紹介するトピックスは、
IHRSAとFIAの提携によりIHRSAがリリースしたレポートの一部を要約して紹介する、

海外フィットネス関連情報です！

2023 年グローバルレポートは
フィットネス業界の将来に対する

楽観的な見方を反映
大手企業の多くが2022年と2023年上半期に堅調な業績を発表し、
健康・フィットネス業界の今後に対して楽観的な見方が高まっています。

今回は、その予測を裏付ける報告内容について紹介しましょう
（詳細は現在入手可能な 2023年のIHRSAグローバルレポートをご覧ください）。

IHRSA グローバルレポート

Pam Kufahl（パム・クーファール）著者 FIA松村　剛翻訳
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いては身体の健康と幸福を改善したい

という欲求が高まっていることを示す

調査結果です。

 　IPSOS のレポートでも示されてい

るように、50 以上の国と地域の消費

者の 86% が、身体の健康と幸福につ

いて、以前よりも今はもっと努力する

意欲を持っています。消費者がこれを

最も望んでいるのは、会員普及率が低

い市場であるアジア、アフリカ、ラテ

ンアメリカ市場であり、したがってこ

れらの地域内外の事業者による拡大の

余地があります。

　Mindbody 2023 Wellness Indexに

よると、米国では64%のアメリカ人

が健康は他の余暇活動よりも重要であ

ると答え、87%が2022年も健康への

支出を維持または増加したと回答して

いました。

　Garmin のレポートによると、人々

がパンデミック前のフィットネス習慣

に戻るにつれ、自宅ではできなかった

アクティビティに参加ができるインド

アフィットネス施設に戻る人が増えて

います。従業員にオフィスへの復帰を

求める雇用主が増えれば、在宅勤務の

トレンドによりビジネス街の中心部に

あるフィットネス施設への負担が軽減

される可能性がある、と。

　健康とフィットネス業界のあらゆる

予測は上向いていますが、次のような

困難な要因が邪魔をしています。

・インフレーション

・世界の国内総生産

・経済規制

・ブティックスタジオセグメントの

　再構築

パンデミック後の
健康・フィットネス施設の
課題

　現実的にはいくら楽観視しても、過

去 3 年間に健康とフィットネス業界

そしてビジネス全般に与えたダメージ

を完全に打ち消すことはできません。

　21世紀に入って以来、世界のイン

フレ率は3～5%の間で推移していま

す。Statista※のデータに基づくと、

世界のインフレ率は2020年でもわず

か3.25％でしたが、サプライチェー

ンの問題と消費者の需要の増加を受け

て2021年には4.7％に上昇しまし

た。 2022年の世界のインフレ率は 

8.75% に上昇し、1996 年以来最高

の年間上昇率を記録しました。これは

ウクライナ戦争、食料およびエネルギ

ー価格の上昇、消費者の不安、多くの

国での経済不安定などの一連の障害が

原因です。

　Statistaの報告によると、インフレ

率は世界の多くの地域で低下している

が、2023年末まではインフレ率が高

止まりし続けるとエコノミストは予想

しています。

　国際通貨基金（IMF）は最近、世界

の国内総生産（GDP）成長率に関し

て過去20年以上で最も弱い見通しを

示し、北米、欧州、アジアの先進国は

2024年までGDP成長率が鈍化すると

予測しているのです。

　一部の新興フィットネス市場は、チ

リやルーマニアなどの国での付加価値

税（VAT）税率の引き上げ推進など、

業界の長期的な成長を阻害する可能性

のある経済的および規制上の逆風と闘

っています。

　パンデミックで最も大きな打撃を受

けたセグメントはブティックスタジオ

で、コロナウイルス以前は会員の40

％近くがスタジオに所属していたため、

業界全体に影響を与えました。これは、

次に大きい業界セグメントであるフィ

ットネス専用クラブよりも10ポイン

ト高かったのです。パンデミックによ

り、ブティックフィットネススタジオ

の約30％が永久に閉鎖されました。

　2022年のIHRSAヘルスクラブ消費

者報告書に記載されているように、米

国のスタジオ会員数は2020年から

2021年で20.5%減少し、2019年か

ら2021年で合計36.8%減少しました。

これは900万人以上の会員の喪失に相

当します。この部門が過去 1 年間に

2023年（令和5年）10月10日
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米国でどのような実績を上げたかに関

する詳細は、まもなく発表される 

2023 年の IHRSA 米国ヘルスクラブ

消費者レポートに掲載される予定です。

業界の成長はまだ続く

　こうした課題にもかかわらず、一部

のチェーンや施設では、会員レベルや

単位において圧倒的にプラスの数字を

報告しています。

　この報告書は、企業の回答やその他

の情報源から会員数とユニット数の伸

びをランク付けしており、大手チェー

ン運営者とフランチャイザーが成長を

主導していることが判明しました。

　上場企業からの提出書類によると、

低価格施設事業者や複数のブランドの

ポートフォリオを持つ企業は、2022

年の同時期と比較して、2023年の最

初の6ヵ月間で業績が向上したことが

示されています。

　2021年から2022年にかけて、多

くの最大手のフィットネスクラブ運営

者がその拠点を拡大し、世界中に新し

い店舗をオープンしました。米国に本

社を置き、世界中にクラブを展開する

エニタイムフィットネスは、2022 年

末時点で最も多くのユニットをオープ

ンしており、5,143 ユニットでした。

　アンケートの回答によると、会員数

上位 25 社の事業者は、年間平均会員

数の増加率 15% を記録しています。

米国特有の会員動向は、これもまもな

く発表される IHRSA の 2023 年ヘル

スクラブ消費者レポートに掲載される

予定です。

　米国に本拠を置くプラネット・フィ

ットネスは、会員別クラブランキング

でトップの座を獲得し、2022年末時

点の会員数は1,700万人で、2021年

の1,520万人から12%増加したと報告

しています。2023年第2四半期末時

点では、1,840万人となっています。

　オランダの Basic-Fit では、2021

年から2022年にかけて会員数が 51% 

増加し、調査で報告された最高の会員

数増加となりました。これにより、会

員数は2021年の222万人から2022年

には335万人に増加しました。

　2023 IHRSA グローバルレポート

には、連盟のリーダーや業界パートナ

ー、調査会社、POSプロバイダーな

どからのさらなる洞察が 5つのセクシ

ョンに分かれて含まれています。レポ

ートを購入すると、以下に関する知識

が得られます。

・業界に影響を与えたニュース

・さまざまな地域の業界の規模

　範囲、全体的な健全性

・世界中のトレンドとチャンス

・主要選手に関するデータ

・革新的な製品とサービスを提供する

　サプライヤー

等

2023年（令和5年）10月10日

※Statista
170の産業と150の国と地域からの8万件以
上のトピックに関するマーケットおよび消費者デ
ータ。

筆者：Pam Kufahl（パム・クーファール）
パメラ・クーファールは、IHRSA のコミュニケーション担
当上級ディレクターです。彼女は、ソーシャル メディア 
コンテンツの推進、グローバル レポートやヘルス クラブ
消費者レポートなどの会員および業界向けのリソース
の作成、国内および海外のメディア、NGO、政策団体
への業界の宣伝に役立つツールの作成を担当してい
ます。パメラはオフィスにいないときは、運動したり、美術
館を訪れたり、劇場や映画を見に行ったり、子犬を育て
たりすることを楽しんでいます。
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1
日
1
万
歩
は
不
要
？　

寿
命
延
ば
す
効
果
、

７
０
０
０
歩
で
頭
打
ち

　

健
康
や
体
形
維
持
の
た
め
の
運

動
で
気
軽
に
取
り
組
め
る
の
が
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
だ
。
理
想
的
な
歩
数

と
し
て
よ
く
聞
く
の
は
「
1
日
1

万
歩
」
。
だ
が
、
最
近
は
そ
ん
な

に
歩
か
な
く
て
よ
い
と
い
う
見
方

が
あ
る
よ
う
だ
。

　

早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学

術
院
助
教
の
渡
邉
大
輝
さ
ん
は
65

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
歩

数
と
死
亡
リ
ス
ク
の
関
係
を
研
究

し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
２
月
に

発
表
し
た
論
文
に
よ
る
と
、
ま
ず

一
般
的
な
高
齢
者
の
場
合
、
1
日

５
０
０
０
歩
未
満
し
か
歩
い
て
い

な
い
人
が
、
歩
く
量
を
１
０
０
０

歩
増
や
す
と
、
死
亡
リ
ス
ク
は
23

％
低
下
す
る
。
こ
れ
は
10
カ
月
程

度
、
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
つ
な

が
る
と
い
う
。

　

た
だ
、
歩
け
ば
歩
く
ほ
ど
長
生

き
で
き
る
の
か
と
い
う
と
、
ち
ょ

っ
と
違
う
よ
う
だ
。
渡
邉
さ
ん
の

研
究
で
は
、
寿
命
を
延
ば
す
効
果

は
５
０
０
０
〜
７
０
０
０
歩
く
ら

い
で
頭
打
ち
に
な
る
。
60
歳
以
上

を
対
象
と
し
た
海
外
の
研
究
で

も
、
６
０
０
０
〜
８
０
０
０
歩
で

効
果
が
頭
打
ち
に
な
る
そ
う
だ
。

　

渡
邉
さ
ん
は
「
『
１
日
1
万

歩
』
と
い
う
言
葉
が
普
及
し
て
い

る
の
で
頑
張
っ
て
い
る
人
が
多
い

が
、
高
齢
者
は
必
ず
し
も
必
要
で

は
な
い
。
た
と
え
ば
膝
を
悪
く
し

て
い
る
の
に
不
必
要
に
た
く
さ
ん

歩
か
な
く
て
よ
い
」
と
話
す
。

「
今
は
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ッ
チ
な
ど

で
気
軽
に
歩
数
を
測
定
で
き
る
の

で
、
健
康
づ
く
り
に
生
か
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
渡
邉
さ
ん
の
腕
に

は
３
本
の
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ッ
チ
が

装
着
さ
れ
て
い
た
。

「
1
日
1
万
歩
」
は
ど
こ
か
ら
広

ま
っ
た
の
か
。
真
っ
先
に
思
い
つ

く
の
は
「
万
歩
計
」
の
存
在
だ
。

商
標
を
持
つ
山
佐
時
計
計
器
（
東

京
・
世
田
谷
）
に
そ
の
歴
史
を
尋

ね
た
。
「
開
発
の
き
っ
か
け
は
、

創
業
者
が
医
師
か
ら
頼
ま
れ
た
こ

と
」
と
同
社
広
報
の
山
田
譲
二
さ

ん
が
教
え
て
く
れ
た
。

　

そ
の
医
師
は
車
の
普
及
な
ど
に

よ
り
国
民
が
運
動
不
足
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
懸
念
し
、
た
く
さ
ん

の
距
離
を
歩
い
て
ほ
し
い
と
1
日

1
万
歩
を
推
奨
し
て
い
た
。
1
万

歩
は
距
離
に
す
る
と
歩
幅
70
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
約
7
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
い
う
。
歩
数
が
分
か
れ
ば
興

味
が
出
る
の
で
は
と
山
佐
に
歩
数

計
の
作
成
を
依
頼
。
１
９
６
５
年

に
1
号
機
が
発
売
と
な
っ
た
。
1

万
歩
で
針
が
一
周
す
る
方
式
で
、

当
初
は
「
万
歩
メ
ー
タ
ー
」
と
い

う
名
称
だ
っ
た
。

「
初
め
は
距
離
が
念
頭
に
置
か
れ

て
い
た
が
、
80
年
代
に
な
っ
て
成

人
男
性
だ
と
1
万
歩
歩
く
と
余
剰

カ
ロ
リ
ー
を
３
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ

ー
消
費
で
き
る
と
い
う
認
識
が
広

ま
り
、
一
気
に
万
歩
計
が
普
及
し

た
」
と
山
田
さ
ん
は
説
明
す
る
。

こ
れ
は
そ
の
頃
、
米
国
の
専
門
家

が
カ
ロ
リ
ー
消
費
と
寿
命
の
関
連

を
論
文
で
発
表
し
た
こ
と
が
関
係

し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

山
佐
は
近
年
は
歩
き
の
「
質
」

も
重
視
し
、
速
足
で
歩
い
た
時
間

や
、
体
脂
肪
燃
焼
量
を
測
れ
る
も

の
な
ど
様
々
な
歩
数
計
を
販
売
し

て
い
る
。
軽
量
化
や
正
確
な
計
測

な
ど
に
気
を
配
っ
て
い
る
そ
う

だ
。
山
田
さ
ん
は
7
個
も
歩
数
計

を
つ
け
て
い
た
。

　

国
は
ど
の
く
ら
い
歩
く
こ
と
を

推
奨
し
て
い
る
の
か
。
厚
生
労
働

省
が
ま
と
め
た
「
健
康
日
本
21

（
第
二
次
、
２
０
１
３
〜
23
年

度
）
」
で
は
、
年
代
と
性
別
で
目

標
値
を
定
め
て
い
る
。
た
と
え
ば

20
〜
64
歳
の
男
性
の
場
合
、
1
日

ISSUE
フィットネス関連
ニュース

業界の最新情報をいち早くキャッチ！
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９
０
０
０
歩
を
目
標
に
し
て
い

る
。
た
だ
、
実
際
の
歩
行
数
は
あ

ま
り
伸
び
て
い
な
い
。
19
年
の
実

績
で
は
、
20
〜
64
歳
の
男
性
で
は

実
績
が
７
８
６
４
歩
と
目
標
値
を

大
き
く
下
回
っ
た
。
そ
の
た
め
、

24
年
度
か
ら
始
ま
る
第
三
次
計
画

で
は
目
標
値
が
引
き
下
げ
ら
れ

る
。
20
〜
64
歳
の
場
合
、
男
女
と

も
に
８
０
０
０
歩
に
な
る
よ
う

だ
。

　

さ
て
、
実
際
に
は
ど
う
歩
く
の

が
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
科
学
」
の
著
書
が
あ
る

信
州
大
学
特
任
教
授
の
能
勢
博
さ

ん
を
訪
ね
る
と
「
た
だ
歩
く
だ
け

で
は
何
歩
歩
い
て
も
意
味
が
な

い
。
重
要
な
の
は
運
動
の
強
度
」

と
の
こ
と
だ
。

　

能
勢
さ
ん
は
息
切
れ
す
る
な
ど

や
や
き
つ
い
と
感
じ
る
早
歩
き
を

3
分
と
、
ゆ
っ
く
り
歩
き
を
３
分

繰
り
返
す
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
」

を
提
唱
。
そ
れ
を
1
日
５
セ
ッ

ト
、
週
４
日
以
上
す
る
こ
と
で
、

５
カ
月
間
で
体
力
が
最
大
20
％
向

上
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は
年
齢
に

し
て
10
歳
以
上
の
若
返
り
効
果
と

い
い
、
糖
尿
病
や
認
知
機
能
な
ど

の
改
善
効
果
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

歩
き
方
は
姿
勢
を
良
く
し
て
、

大
股
で
、
腕
を
直
角
に
曲
げ
て
前

後
に
大
き
く
振
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
だ
。
「
30
歳
を
過
ぎ
る
と
体
力

は
自
然
に
落
ち
て
く
る
。
速
歩
は

や
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
よ

り
、
自
分
の
老
後
の
生
活
を
守
る

た
め
に
実
践
す
べ
き
」
と
能
勢
さ

ん
は
断
言
す
る
。
速
歩
の
管
理
ア

プ
リ
な
ど
を
活
用
す
る
の
も
い
い

か
も
し
れ
な
い
。

　

日
々
、
生
活
に
追
わ
れ
て
い
る

も
の
の
、
息
切
れ
す
る
よ
う
な
運

動
を
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
記
者
も
将
来
の
自
分
の
た
め

に
歩
い
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

　

近
年
は
「
ア
ッ
プ
ル
ウ
オ
ッ

チ
」
な
ど
の
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ッ
チ

や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
歩
数
計

が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト

ウ
オ
ッ
チ
な
ど
を
見
れ
ば
、
1
日

に
歩
い
た
歩
数
や
距
離
を
だ
れ
で

も
簡
単
に
把
握
で
き
る
。

　

そ
う
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

研
究
も
進
ん
で
い
る
。
米
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
の
研
究
者
は
世
界

１
１
１
カ
国
・
地
域
で
、
72
万
人

近
く
の
ス
マ
ホ
の
歩
数
計
デ
ー
タ

を
解
析
し
、
２
０
１
７
年
に
論
文

を
発
表
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
日
本
人
は
1
日
平
均
６
０
１

０
歩
歩
い
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に

比
べ
ら
れ
る
46
カ
国
・
地
域
の
う

ち
香
港
、
中
国
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

次
い
で
世
界
4
位
だ
。

　

厚
生
労
働
省
の
16
年
の
国
民
健

康
・
栄
養
調
査
に
よ
る
と
、
日
本

で
最
も
歩
い
て
い
る
の
は
、
大
阪

府
の
男
性
で
1
日
平
均
８
７
６
２

歩
。
女
性
は
神
奈
川
県
で
同
７
７

９
５
歩
。
最
も
少
な
い
の
は
男
女

と
も
高
知
県
で
、
男
性
は
５
６
４

７
歩
、
女
性
５
８
４
０
歩
と
な
っ

て
い
る

（
２
０
２
３
年
９
月
２
日
／
日
経
）

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
企
業
、

従
業
員
の
健
康
配
慮
を

運
動
不
足
対
策「
な
し
」62
％

厚
労
省
研
究
班
ま
と
め

　

職
場
と
違
う
場
所
で
仕
事
を
す

る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
健
康
課
題
に
関

す
る
調
査
で
、
導
入
し
て
い
る
全

国
の
上
場
企
業
の
う
ち
、
従
業
員

に
運
動
不
足
解
消
を
促
す
取
り
組

み
に
つ
い
て
「
特
に
な
し
」
と
の

回
答
が
62
％
に
上
っ
た
こ
と
が
2

日
ま
で
に
、
厚
生
労
働
省
研
究
班

の
ま
と
め
で
分
か
っ
た
。
具
体
的

な
体
や
心
へ
の
影
響
で
は
運
動
不

足
の
ほ
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

低
下
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

研
究
班
で
代
表
を
務
め
る
明
治

安
田
厚
生
事
業
団
の
甲
斐
裕
子
上

席
研
究
員
（
運
動
疫
学
）
は
「
健

康
に
配
慮
し
な
が
ら
テ
レ
ワ
ー
ク

を
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
」
と
強
調
。
座
る
時
間
が
長
く

な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
、
定
期
的
に

立
ち
上
が
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る

こ
と
も
効
果
的
だ
と
し
た
。

　

調
査
は
２
、
３
月
に
実
施
し
、

６
８
４
社
か
ら
回
答
を
得
た
。
テ

レ
ワ
ー
ク
導
入
率
は
70
％
で
、
頻

度
は
週
２
～
３
回
が
40
％
と
最
も

多
く
、
週
1
回
の
18
％
が
続
い

た
。
活
用
に
伴
う
従
業
員
の
健
康

課
題
（
複
数
回
答
）
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
低
下
49
％
、
運
動

不
足
45
％
、
体
重
増
加
23
％
、
腰

痛
22
％
の
順
だ
っ
た
。

　

運
動
不
足
対
策
（
同
）
で
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
で
も
参
加
で
き
る
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
実
施
、
運

動
促
進
ア
プ
リ
や
商
用
サ
ー
ビ
ス

の
活
用
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
利
用

補
助
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

長
時
間
労
働
対
策
な
ど
の
労
務

管
理
は
進
ん
で
い
た
一
方
、
安
全

衛
生
や
健
康
確
保
に
関
す
る
教
育

を
実
施
し
て
い
る
の
は
21
％
に
と

ど
ま
っ
た
。

（
２
０
２
３
年
９
月
２
日
／
日
経
） 

加
賀
電
子
、
社
内
に
ジ
ム　

外
販
へ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の

役
割
も

　

電
子
部
品
商
社
の
加
賀
電
子
は

社
員
の
健
康
管
理
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
都
内
の
本
社
ビ
ル
に
社
員

向
け
に
業
務
時
間
中
も
利
用
可
能

な
ジ
ム
を
こ
の
ほ
ど
設
け
、
体
づ

く
り
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
役
立
て

る
。
人
工
知
能
（
A
I
）
搭
載
の

最
新
マ
シ
ン
で
無
人
の
ジ
ム
運
営

を
実
現
す
る
ほ
か
、
ジ
ム
そ
の
も

の
を
商
材
と
し
て
販
売
す
る
た
め

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
し
て
の
活
用
も

検
討
す
る
。

　

導
入
し
た
の
は
「
E
G
Y
M
」

と
呼
ば
れ
る
ド
イ
ツ
製
の
サ
ー
キ

ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
だ
。

腹
筋
や
背
筋
を
鍛
え
る
器
材
が
6

台
並
び
、
15
分
ほ
ど
で
1
周
回
る

こ
と
が
で
き
る
。
チ
ッ
プ
内
蔵
の

リ
ス
ト
バ
ン
ド
を
着
け
器
材
に
か

ざ
す
こ
と
で
個
人
の
運
動
デ
ー
タ

が
蓄
積
さ
れ
る
仕
組
み
だ
。
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で
も
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
実
績
や
心
肺
機
能
と

い
っ
た
身
体
的
な
変
化
を
確
認
で

き
る
。

　

企
業
内
ジ
ム
は
近
年
増
え
て
い

る
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
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て
デ
ー
タ
の
管
理
が
で
き
る
機
能

を
持
つ
マ
シ
ン
の
導
入
は
珍
し
い

と
い
う
。
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま

で
負
荷
や
反
復
回
数
の
モ
ー
ド
を

自
動
的
に
調
整
す
る
。
A
I
が
個

人
向
け
に
適
切
な
メ
ニ
ュ
ー
や
使

い
方
を
画
面
上
に
提
示
す
る
た

め
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
不
要

で
室
内
は
無
人
で
運
用
で
き
る
。

　

ジ
ム
を
開
設
し
た
の
は
東
京
都

千
代
田
区
の
本
社
３
階
で
、
昼
食

な
ど
を
取
れ
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
だ

っ
た
場
所
を
活
用
し
た
。
本
社
や

東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
勤
め
る
社
員
ら

が
主
な
利
用
対
象
だ
。
更
衣
室
を

設
け
、
24
時
間
利
用
が
可
能
で
、

勤
務
中
の
利
用
も
許
可
し
て
い

る
。
８
月
末
時
点
で
約
１
３
０
人

が
利
用
登
録
し
、
1
日
に
20
〜
30

人
が
訪
れ
る
。

　

加
賀
電
子
は
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
考
え
る
分
科
会
を
設
け
、
オ

フ
ィ
ス
文
化
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
23
年
３
月
に
は
経
済
産

業
省
な
ど
が
進
め
る
健
康
経
営
優

良
法
人
に
認
定
さ
れ
た
。
テ
レ
ワ

ー
ク
を
活
用
し
、
働
く
環
境
の
整

備
や
時
間
単
位
の
有
給
休
暇
な
ど

柔
軟
な
働
き
方
が
実
現
で
き
る
制

度
を
拡
充
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
加

賀
電
子
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
フ
ィ

ス
の
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
化
を
推
し

進
め
て
き
た
。
上
席
執
行
役
員
管

理
本
部
長
の
石
原
康
広
さ
ん
は
ジ

ム
に
つ
い
て
「
社
員
が
業
務
の
ア

イ
デ
ア
が
わ
く
よ
う
に
気
分
転
換

の
場
と
し
て
使
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
す
。

　

加
賀
電
子
は
傘
下
の
子
会
社
に

ゴ
ル
フ
用
品
の
卸
売
り
な
ど
を
手

掛
け
る
加
賀
ス
ポ
ー
ツ
を
持
つ
。

今
回
の
ジ
ム
開
設
は
社
員
の
福
利

厚
生
を
充
実
す
る
こ
と
が
主
な
目

的
だ
が
、
今
後
は
ジ
ム
を
ま
る
ご

と
商
材
と
し
て
販
売
す
る
計
画
も

あ
る
。
「
本
社
の
ジ
ム
を
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
と
し
て
活
用
し
、
販
路
を

開
拓
し
た
い
」
（
担
当
者
）
と
し

て
い
る
。

（
２
０
２
３
年
９
月
５
日
／
日
経
産
業
新
聞
）

尿
と
ス
マ
ホ
で
健
康
診
断

ユ
ー
リ
ア
、

検
査
キ
ッ
ト
開
発

　

医
療
系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
ユ

ー
リ
ア
（
名
古
屋
市
）
は
、
尿
か

ら
健
康
状
態
を
２
分
で
分
析
す
る

診
断
キ
ッ
ト
を
２
０
２
２
年
秋
に

開
発
し
た
。
尿
に
含
ま
れ
る
酵
素

の
状
態
か
ら
必
要
な
栄
養
素
な
ど

が
不
足
し
て
い
な
い
か
分
析
す

る
。
23
年
度
中
に
も
一
般
販
売
を

目
指
す
。

　

尿
を
複
数
の
リ
ト
マ
ス
紙
が
つ

い
た
検
査
キ
ッ
ト
に
か
け
る
と
、

含
ま
れ
る
成
分
の
濃
さ
や
量
な
ど

に
よ
っ
て
色
が
変
わ
る
。
ア
ミ
ノ

酸
や
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど

の
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
（
体
内
指
標

物
質
）
は
健
康
状
態
や
栄
養
の
摂

取
量
で
変
化
し
て
お
り
、
そ
れ
ら

を
リ
ト
マ
ス
紙
で
測
定
す
る
。

　

尿
を
か
け
た
後
、
リ
ト
マ
ス
紙

の
色
が
変
化
し
た
検
査
キ
ッ
ト
の

写
真
を
専
用
の
ア
プ
リ
で
撮
影
す

る
。
A
I
（
人
工
知
能
）
が
リ
ト

マ
ス
紙
の
色
を
解
析
し
、
栄
養
状

態
を
診
断
す
る
。
２
分
ほ
ど
で
ア

プ
リ
か
ら
検
査
結
果
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

野
菜
摂
取
量
や
鉄
分
、
炭
水
化

物
の
過
不
足
と
い
っ
た
情
報
を
表

示
す
る
。
「
水
分
が
不
足
し
て
い

る
た
め
今
よ
り
多
く
取
り
ま
し
ょ

う
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
も
受

け
ら
れ
る
。
定
期
的
に
検
査
す
る

こ
と
で
デ
ー
タ
が
蓄
積
し
、
数
値

が
改
善
し
た
か
ど
う
か
も
閲
覧
で

き
る
。

「
運
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
高
め

た
い
」
「
今
の
体
形
を
維
持
し
た

い
」
「
疲
れ
に
く
い
体
に
な
り
た

い
」
と
い
っ
た
目
標
を
設
定
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
検
査
結
果
か
ら

目
標
に
あ
わ
せ
た
健
康
習
慣
の
改

善
策
を
提
案
す
る
。

　

訪
問
介
護
な
ど
で
介
護
士
が
患

者
の
検
査
結
果
を
見
て
、
食
事
メ

ニ
ュ
ー
に
反
映
し
て
も
ら
う
こ
と

な
ど
を
想
定
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
に
設
置
し
、
栄
養
不
足
に
な
ら

な
い
健
康
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
生

か
す
よ
う
目
指
す
。

　

水
野
将
吾
社
長
は
「
将
来
的
に

は
遠
隔
診
療
な
ど
に
も
生
か
し
た

い
」
と
話
す
。
「
判
定
で
き
る
項

目
を
増
や
し
、
病
院
に
行
か
な
く

て
も
健
康
状
態
が
分
か
れ
ば
病
気

の
早
期
発
見
に
も
つ
な
が
る
」
と

い
う
。

　

費
用
は
1
回
１
０
０
０
円
程
度

を
想
定
す
る
。
郵
送
で
の
や
り
と

り
が
な
く
、
ア
プ
リ
で
全
て
済
む

た
め
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。
A
I
が
自
動
で
診
断
結

果
を
出
す
た
め
、
人
件
費
も
か
か

ら
な
い
。

　

ユ
ー
リ
ア
は
21
年
４
月
に
設
立

し
、
東
京
大
学
大
学
院
と
の
共
同

研
究
で
商
品
の
開
発
を
進
め
て
き

た
。
尿
の
成
分
に
反
応
す
る
検
査

キ
ッ
ト
と
カ
メ
ラ
で
撮
っ
た
画
像

を
解
析
す
る
A
I
を
B
t
o
B
（
企

業
間
取
引
）
な
ど
で
販
売
し
て
い

る
。
21
年
８
月
に
は
広
島
市
立
大

学
、
22
年
11
月
に
は
名
古
屋
大
学

と
も
共
同
研
究
を
開
始
し
た
。

　

23
年
４
月
か
ら
は
ユ
ー
グ
レ
ナ

と
も
手
を
組
ん
だ
。
ユ
ー
グ
レ
ナ

が
持
つ
遺
伝
子
を
分
析
し
て
体
質

や
病
気
に
か
か
る
可
能
性
な
ど
を

判
定
す
る
遺
伝
子
解
析
サ
ー
ビ
ス

と
連
携
し
、
顧
客
の
健
康
改
善
の

取
り
組
み
に
役
立
て
る
。

（
２
０
２
３
年
9
月
15
日
／
日
経
） 

ス
ポ
ー
ツ
産
業
、

脱
「
体
育
」
欠
く

G
D
P
比
は
1
％
台
、

教
育
・
非
営
利
の
色
濃
く

　

日
本
で
ス
ポ
ー
ツ
の
産
業
化
が

遅
れ
て
い
る
。
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ジムを商材として販売する計画もある
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ス
の
選
手
の
活
躍
が
増
え
る
一
方

で
産
業
と
し
て
成
長
す
る
好
循
環

を
描
き
切
れ
て
い
な
い
。
ス
ポ
ー

ツ
に
関
わ
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

規
模
を
示
す
「
ス
ポ
ー
ツ

G
D
P
」
は
１
％
台
に
と
ど
ま

り
、
他
の
先
進
国
に
見
劣
り
す

る
。
少
年
団
や
部
活
動
を
基
軸
に

非
営
利
の
教
育
と
し
て
根
付
い
て

き
た
「
体
育
」
か
ら
の
発
想
の
転

換
を
模
索
す
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
G
D
P
は
日
本
政
策

投
資
銀
行
が
毎
年
公
表
す
る
。
２

０
２
２
年
9
月
に
発
表
し
た
19
年

分
は
9
兆
１
９
３
４
億
円
で
、
国

内
総
生
産
（
G
D
P
）
全
体
に
占

め
る
割
合
は
1
・
65
％
だ
っ
た
。

統
計
が
あ
る
11
年
か
ら
増
加
傾
向

で
あ
る
も
の
の
、
G
D
P
占
有
率

は
１
・
５
～
１
・
６
％
程
度
が
続

く
。

　

こ
の
指
標
は
欧
州
連
合

（
E
U
）
の
執
行
機
関
、
欧
州
委

員
会
が
開
発
し
た
。
18
年
に
12
年

時
点
の
数
値
を
公
表
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
大
国
、
米
国
の
数

値
は
算
出
し
て
い
な
い
。

　

当
時
の
日
本
を
当
て
は
め
る

と
、
ス
ポ
ー
ツ
G
D
P
の
実
額
で

は
ド
イ
ツ
に
次
ぐ
２
位
に
相
当
す

る
も
の
の
、
G
D
P
全
体
に
占
め

る
比
率
で
は
12
位
ま
で
落
ち
る
。

19
年
の
数
字
を
採
用
し
て
も
９
位

だ
。
ス
ポ
ー
ツ
を
産
業
と
し
て
成

長
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
現
状
を
映

す
。
20
年
以
降
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
に
よ
る
落
ち
込
み
も
見

込
ま
れ
る
。

　

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
は
文
部

科
学
省
が
主
に
所
管
す
る
。
教
育

の
観
点
が
伝
統
的
に
強
く
、
産
業

の
視
点
が
乏
し
か
っ
た
と
の
指
摘

が
あ
る
。
15
年
発
足
の
ス
ポ
ー
ツ

庁
も
文
科
省
の
外
局
だ
。

　

同
志
社
大
の
庄
子
博
人
准
教
授

（
ス
ポ
ー
ツ
産
業
）
は
「
日
本
の

ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
法
人
に
し
て
組

織
運
営
を
改
め
る
こ
と
で
成
長
余

地
を
広
げ
ら
れ
る
」
と
訴
え
る
。

小
学
生
向
け
の
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
」
や
部
活
動
な
ど
は
非
営
利
の

運
営
が
基
本
だ
。
教
職
員
や
地
域

の
保
護
者
を
中
心
と
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
担
い
手
と
な
る
場
合
が

多
い
。

　

庄
子
氏
は
指
導
に
適
切
な
対
価

を
払
い
、
利
益
を
生
み
出
す
仕
組

み
に
切
り
替
え
れ
ば
、
育
成
の
質

や
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
統
治
）

の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
好

循
環
を
描
く
。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
に
よ
る
と
、
21
年

度
時
点
で
資
格
を
持
つ
指
導
者
の

う
ち
48
％
は
無
償
で
技
術
を
教
え

て
い
る
。
文
科
省
が
実
施
し
た
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
関
す
る
調
査
で

は
「
職
業
と
し
て
の
み
指
導
し
て

い
る
」
と
答
え
た
人
は
全
体
の
11

％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
教
職
員

の
労
務
環
境
の
改
善
と
い
っ
た
課

題
か
ら
こ
う
し
た
運
営
は
持
続
可

能
と
は
い
え
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
に

触
れ
る
機
会
が
減
り
、
産
業
の
裾

野
を
細
ら
せ
か
ね
な
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
G
D
P
が
欧
州
首
位

の
ド
イ
ツ
は
基
本
的
に
学
校
に
部

活
は
な
く
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
参
加
す
る
。

サ
ッ
カ
ー
を
中
心
に
プ
ロ
ま
で
の

階
層
が
整
っ
て
お
り
内
需
を
広
げ

る
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
も
産
業
振
興
に
つ
な
げ
る

政
策
を
重
視
し
始
め
た
。
経
済
産

業
省
は
21
年
11
月
に
ス
ポ
ー
ツ
産

業
室
を
立
ち
上
げ
た
。
ス
ポ
ー
ツ

庁
と
連
携
し
、
取
り
組
み
を
強
め

る
。

　

重
点
を
置
く
政
策
の
一
つ
が
部

活
動
の
改
革
だ
。
21
、
22
年
に
そ

れ
ぞ
れ
10
の
地
方
自
治
体
で
地
域

ク
ラ
ブ
へ
の
移
行
を
検
証
し
た
。

地
元
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や

大
学
、
学
習
塾
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
な
ど
が
運
営
に
加
わ
っ

た
。

　

浮
か
び
上
が
っ
た
構
造
的
な
課

題
は
少
な
く
な
い
。
利
用
者
が
許

容
で
き
る
負
担
額
は
月
額
２
０
０

スポーツクラブが地域に根付く欧州に対し、日本は学校が拠点になることが多い
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０
～
３
０
０
０
円
程
度
の
場
合
が

多
く
、
採
算
が
合
わ
な
い
。
費
用

を
引
き
上
げ
る
と
ス
ポ
ー
ツ
に
触

れ
る
機
会
に
格
差
が
生
じ
る
。

　

経
産
省
は
実
証
の
結
果
を
通
じ

て
地
域
住
民
や
学
校
、
事
業
主
体

な
ど
が
対
話
す
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

を
提
示
し
た
。
検
証
を
も
と
に
自

治
体
ご
と
に
部
活
の
あ
り
方
を
再

考
し
て
も
ら
う
。

　

産
業
の
基
盤
を
広
げ
る
に
は
大

会
の
実
施
や
観
戦
を
支
え
る
競
技

場
の
整
備
も
欠
か
せ
な
い
。
日
本

の
ス
ポ
ー
ツ
G
D
P
で
は
施
設
運

営
の
部
門
が
15
年
か
ら
19
年
に
か

け
て
６
％
ほ
ど
減
っ
た
。

　

足
元
で
は
国
際
大
会
の
開
催
な

ど
を
背
景
に
新
設
・
建
て
替
え
計

画
が
重
な
る
。
政
投
銀
に
よ
る

と
、
7
月
時
点
で
ス
タ
ジ
ア
ム
38

件
、
ア
リ
ー
ナ
43
件
の
構
想
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

競
技
場
の
建
設
で
課
題
に
な
る

の
が
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
開
催

が
な
い
平
日
や
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の

稼
働
の
向
上
だ
。
企
業
な
ど
を
巻

き
込
ん
で
施
設
の
機
能
を
複
合
化

し
日
常
的
に
人
が
集
ま
る
空
間
に

す
る
工
夫
が
欠
か
せ
な
い
。

　

サ
ッ
カ
ー
J
２
の
V
・
フ
ァ
ー

レ
ン
長
崎
を
傘
下
に
持
つ
ジ
ャ
パ

ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
ホ

テ
ル
や
オ
フ
ィ
ス
、
商
業
施
設
を

備
え
る
「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ

ィ
」
を
24
年
に
新
設
す
る
予
定

だ
。
築
地
市
場
跡
地
（
東
京
・
中

央
）
で
は
三
井
不
動
産
な
ど
の
企

業
連
合
が
多
目
的
ス
タ
ジ
ア
ム
建

設
を
含
む
再
開
発
事
業
を
提
案
し

て
い
る
。

　

政
投
銀
の
桂
田
隆
行
審
議
役
は

「
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
事
業
主
体
を

構
想
段
階
か
ら
取
り
込
ん
で
試
合

以
外
で
の
利
用
価
値
を
高
め
る
発

想
が
必
要
」
と
指
摘
す
る
。

（
２
０
２
３
年
9
月
18
日
／
日
経
）

部
活
指
導
に

社
会
人
呼
び
込
め

地
域
移
行

「
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
」

　

９
月
上
旬
、
関
西
国
際
空
港
を

望
む
高
台
に
あ
る
大
阪
体
育
大
学

（
大
阪
府
熊
取
町
）
で
、
社
会
人

向
け
講
座
の
「
運
動
部
活
動
指
導

認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
開
か
れ

た
。
部
活
動
の
地
域
移
行
を
機
に

社
会
人
を
指
導
現
場
に
呼
び
込
も

う
と
、
5
月
に
始
め
た
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
。

　

1
期
生
は
20
～
69
歳
の
約
60

人
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ト
レ
ー
ナ

ー
、
地
域
で
ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る

会
社
員
ら
の
ほ
か
、
「
学
び
直

し
」
が
目
的
の
教
員
や
教
育
委
員

会
の
関
係
者
も
い
る
。

　

教
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
部
活

動
の
地
域
移
行
は
、
公
立
中
学
の

土
日
の
部
活
動
を
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体
な
ど
に
委
ね
る
改
革
。
大

き
な
課
題
の
一
つ
が
、
担
い
手
と

な
る
外
部
指
導
者
の
確
保
だ
。
技

術
指
導
だ
け
で
な
く
、
体
罰
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
、
安
全
面
で

の
配
慮
な
ど
の
知
識
が
不
可
欠

で
、
人
材
が
潤
沢
と
は
い
え
な
い

地
域
も
多
い
。

　

講
座
で
は
５
カ
月
の
履
修
期
間

中
、
30
の
必
修
科
目
を
受
講
。
学

校
教
育
と
部
活
動
の
関
係
、
ケ
ガ

の
予
防
や
事
故
時
の
対
応
、
学

校
・
保
護
者
ら
と
の
連
携
な
ど
、

内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
初
回
と

最
終
回
は
対
面
の
講
義
も
行
う

が
、
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講

可
能
。
受
講
者
の
居
住
地
は
全
国

に
広
が
る
。

　

最
終
回
だ
っ
た
９
月
は
「
運
動

部
活
動
の
実
践
」
を
テ
ー
マ
に
対

面
の
講
義
を
実
施
。
教
え
る
際
の

注
意
点
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
確

認
し
、
体
育
館
で
は
実
際
の
指
導

の
模
擬
演
習
も
し
た
。
担
当
者
の

一
人
、
藤
本
淳
也
教
授
は
「
指
導

の
場
で
は
迷
う
こ
と
も
あ
る
。
こ

こ
に
集
ま
っ
た
仲
間
と
情
報
を
共

有
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活

躍
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

　

受
講
者
が
口
に
し
た
言
葉
で
印

象
的
だ
っ
た
の
は
「
部
活
動
へ
の

恩
返
し
」
だ
。
大
阪
市
の
会
社
員

の
男
性
（
55
）
は
「
中
高
と
卓
球

に
打
ち
込
ん
だ
。
定
年
退
職
後
、

支
え
る
側
に
回
り
た
い
」
。
熊
本

県
和
水
町
で
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
を

運
営
す
る
男
性
（
52
）
も
「
部
活

動
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ

た
」
と
語
る
。
今
も
感
謝
を
忘
れ

な
い
世
代
は
部
活
動
の
心
強
い
味

方
に
な
り
そ
う
だ
。

　

地
域
移
行
の
課
題
に
は
、
受
け

皿
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
準
備

状
況
な
ど
も
あ
る
が
、
そ
の
実
情

は
地
域
ご
と
に
異
な
る
。
自
治
体

に
よ
っ
て
は
現
状
で
も
学
校
単
位

で
行
え
る
部
活
動
の
種
類
は
少
な

い
。

　

受
講
者
の
一
人
、
福
島
県
田
村

市
の
学
習
塾
経
営
、
佐
藤
由
香
理

さ
ん
（
48
）
は
昨
年
、N

PO

法
人

「
た
む
ら
ち
い
き
活
動
部
」
を
立

ち
上
げ
た
。
山
あ
い
の
地
域
で
は

少
子
化
が
進
み
、
「
子
ど
も
た
ち

は
、
や
れ
る
部
活
、
や
り
た
い
部

活
が
な
い
と
困
っ
て
い
た
。
地
域

移
行
は
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
」
と
話

す
。

　

校
区
や
年
齢
に
関
係
な
く
参
加

で
き
る
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う
と
、

５
月
に
始
め
た
の
が
ダ
ン
ス
部
。

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
な
ど
の
約

40
人
が
参
加
し
、
7
月
末
に
夏
祭

り
で
初
舞
台
を
踏
ん
だ
。
「
大
体

大
で
は
熱
中
症
へ
の
対
応
な
ど
運

営
側
の
心
得
を
具
体
的
に
学
べ

た
。
運
動
が
苦
手
な
子
も
楽
し
め

る
場
に
し
た
い
」
と
夢
は
膨
ら

む
。

　

大
体
大
は
中
学
校
へ
の
学
生
コ

ー
チ
派
遣
、
I
C
T
（
情
報
通
信

技
術
）
に
よ
る
遠
隔
指
導
な
ど
に

も
取
り
組
む
。
変
化
の
先
に
見
え

る
新
し
い
部
活
動
に
期
待
し
た

い
。

（
２
０
２
３
年
9
月
25
日
／
日
経
）

ス
ズ
キ
、
健
康
経
営
に
ギ
ア

所
属
ア
ス
リ
ー
ト
考
案
の

体
操
導
入

　

ス
ズ
キ
が
従
業
員
の
健
康
を
増

進
す
る
「
健
康
経
営
」
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
同
社
所
属
の
陸
上
選

手
が
考
案
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
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の
普
及
に
乗
り
出
し
た
ほ
か
、
浜

松
市
と
連
携
し
て
野
菜
の
摂
取
状

況
の
測
定
も
始
め
た
。
生
産
性
向

上
だ
け
で
な
く
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
な
ど
を
通
じ
た
地
域
貢
献
に

も
つ
な
げ
る
狙
い
だ
。

　

ス
ズ
キ
金
型
工
場
（
浜
松
市
）

に
９
月
22
日
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ

エ
ア
姿
の
社
員
が
登
場
し
た
。
同

社
所
属
の
「
ス
ズ
キ
ア
ス
リ
ー
ト

ク
ラ
ブ
」
の
選
手
で
、
２
０
１
２

年
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
と
16
年
の
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
に
出
場
し

た
十
種
競
技
の
中
村
明
彦
さ
ん
、

リ
オ
五
輪
に
出
場
し
た
や
り
投
げ

の
新
井
涼
平
さ
ん
ら
だ
。
工
場
で

働
く
約
30
人
の
従
業
員
に
対
し
、

朝
の
始
業
式
で
も
流
れ
る
ス
ズ
キ

の
社
歌
に
合
わ
せ
て
体
操
を
指
導

し
た
。
体
操
は
中
村
さ
ん
や
新
井

さ
ん
が
社
内
向
け
に
考
案
し
た
独

自
の
体
操
で
、
陸
上
競
技
の
動
き

を
取
り
入
れ
た
の
が
特
徴
。
今
年

4
月
に
完
成
し
、
7
月
に
浜
松
市

の
本
社
で
初
披
露
し
た
。
本
社
以

外
で
の
事
業
所
で
は
、
金
型
工
場

が
初
の
実
演
指
導
と
な
っ
た
。

　

工
場
で
は
金
型
を
磨
い
た
り
組

み
付
け
た
り
な
ど
、
体
を
曲
げ
た

り
か
が
ん
だ
り
す
る
姿
勢
を
取
る

こ
と
も
多
い
。
「
腰
痛
持
ち
の
従

業
員
は
か
な
り
い
る
」
（
砂
野
誠

工
場
長
）
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
て
、
関
節
や
筋
肉
な
ど
を
動

か
す
こ
と
で
「
汗
を
か
き
体
が
ほ

ぐ
れ
る
」
（
中
村
さ
ん
）
よ
う
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫
し
た
と
い

う
。

　

ス
ズ
キ
は
２
０
１
９
年
か
ら
健

康
経
営
を
始
め
て
い
る
が
、
同
社

本
社
の
医
務
室
に
勤
め
る
看
護

師
、
田
丸
智
美
さ
ん
は
「
あ
ま
り

社
内
に
広
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
」

と
話
す
。
22
年
10
月
、
社
内
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き
る
健
康

経
営
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
。

鈴
木
俊
宏
社
長
ら
役
員
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
順
次
掲
載
す
る
な

ど
、
社
内
へ
の
浸
透
に
改
め
て
取

り
組
み
始
め
た
。

　

ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
も
、
社
内

に
選
手
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
づ
く

り
や
体
調
維
持
の
知
見
を
還
元
し

た
い
と
い
う
意
向
が
あ
っ
た
と
い

う
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
は
他
の
工

場
で
の
実
演
を
検
討
す
る
ほ
か
、

社
内
報
や
動
画
投
稿
サ
イ
ト
「
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
」
で
も
発
信
す
る
。

　

浜
松
市
と
協
力
し
従
業
員
の
野

菜
摂
取
量
を
測
定
、
従
業
員
の
食

生
活
の
改
善
に
も
取
り
組
む
。
具

体
的
に
は
、
浜
松
市
が
住
民
向
け

に
取
り
組
む
野
菜
の
摂
取
量
を

「
見
え
る
化
」
す
る
事
業
に
協
力

し
、
８
月
か
ら
従
業
員
の
摂
取
状

況
の
測
定
を
始
め
た
。
市
が
市
内

の
聖
隷
浜
松
病
院
や
浜
松
医
科
大

学
、
常
葉
大
学
と
共
同
研
究
す
る

測
定
機
器
「
ベ
ジ
メ
ー
タ
」
を
使

い
、
ス
ズ
キ
社
員
約
70
人
の
野
菜

摂
取
量
の
経
過
を
３
カ
月
に
わ
た

っ
て
調
べ
る
。

　

ベ
ジ
メ
ー
タ
は
白
色
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド
（
L
E
D
）
光
を
使
っ
た

測
定
機
器
。
緑
黄
色
野
菜
に
豊
富

に
含
ま
れ
る
色
素
「
カ
ロ
テ
ノ
イ

ド
」
が
皮
膚
中
に
ど
の
程
度
あ
る

か
を
調
べ
、
野
菜
摂
取
量
を
ス
コ

ア
化
し
て
示
す
。
結
果
を
も
と
に

野
菜
摂
取
量
が
少
な
い
人
に
は
増

や
し
て
も
ら
い
、
食
習
慣
の
見
直

し
を
促
せ
る
。

　

ポ
ー
タ
ル
や
社
内
報
な
ど
で
の

発
信
も
増
や
し
た
こ
と
で
、
足
元

で
健
康
経
営
の
認
知
度
は
「
80
％

弱
ま
で
高
ま
っ
た
」
（
田
丸
さ

ん
）
。
今
後
は
睡
眠
の
質
の
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
も
検
討
す
る

と
い
う
。（

２
０
２
３
年
9
月
28
日
／
日
経
）

歩
き
な
が
ら
計
算

脳
を
鍛
え
る

「
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
」

カ
ラ
ダ
づ
く
り

　

散
歩
し
な
が
ら
簡
単
な
計
算
を

す
る
。
そ
ん
な
「
な
が
ら
作
業
」

を
運
動
機
能
の
発
達
や
認
知
症
の

予
防
に
役
立
て
る
デ
ュ
ア
ル
タ
ス

ク
（
二
重
課
題
）
に
注
目
が
集
ま

っ
て
い
る
。
子
供
も
高
齢
者
も
ゲ

ー
ム
感
覚
で
取
り
組
め
る
の
で
、

日
常
的
な
カ
ラ
ダ
づ
く
り
や
認
知

症
予
防
に
役
立
て
た
い
。

　

私
た
ち
の
脳
は
、
計
算
し
た

り
、
周
囲
の
状
況
を
判
断
し
た
り

す
る
な
ど
「
考
え
る
こ
と
」
（
認

知
課
題
）
を
こ
な
し
な
が
ら
、
歩

い
た
り
、
文
字
を
書
い
た
り
な
ど

「
動
く
こ
と
」
（
運
動
課
題
）
が

で
き
る
。
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
（
二

重
課
題
）
の
遂
行
能
力
だ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
も
し
か
り
。
サ
ッ
カ

ー
で
は
、
敵
味
方
の
動
き
を
予
想

し
な
が
ら
正
確
に
パ
ス
を
出
す
。

筑
波
大
学
体
育
系
の
木
塚
朝
博
教

授
は
「
両
方
を
高
い
レ
ベ
ル
で
こ

な
せ
る
選
手
ほ
ど
、
競
技
な
ど
で

優
れ
た
成
果
を
出
せ
る
」
と
話

す
。

　

デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
能
力
は
幼
児

期
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
間
に
発
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達
す
る
と
い
う
。
木
塚
教
授
は

「
も
と
も
と
〝
鬼
ご
っ
こ
〟
や
〝

だ
る
ま
さ
ん
が
転
ん
だ
〟
な
ど
子

供
の
遊
び
は
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
」

と
指
摘
。
子
供
の
外
遊
び
が
減
る

な
か
、
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
の
要
素

を
入
れ
た
運
動
遊
び
を
取
り
入
れ

る
保
育
機
関
が
増
え
て
い
る
。

　

子
供
で
使
わ
れ
る
の
が
色
の
認

知
。
色
の
つ
い
た
ボ
ー
ル
を
同
じ

色
の
的
に
正
確
に
当
て
る
と
い
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
あ
り
、
木

塚
教
授
は
、
こ
う
し
た
運
動
遊
び

に
よ
っ
て
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
遂
行

能
力
が
高
ま
る
こ
と
を
実
証
。

「
状
況
を
よ
く
判
断
し
な
が
ら
動

く
と
い
う
こ
と
は
、
ケ
ガ
や
事
故

の
予
防
に
も
つ
な
が
る
」
と
重
要

性
を
訴
え
て
い
る
。

　

デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
能
力
は
高
齢

化
や
認
知
症
の
進
行
に
よ
っ
て
少

し
ず
つ
低
下
す
る
。
高
齢
者
と
散

歩
す
る
と
き
、
話
し
か
け
る
と
高

齢
者
の
足
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
の
も
そ
の
例
だ
。

　

大
阪
大
学
産
業
科
学
研
究
所
の

八
木
康
史
教
授
が
注
目
し
た
の

は
、
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
の
遂
行
能

力
を
調
べ
て
認
知
機
能
の
低
下
を

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
だ
。

　

近
年
、
認
知
症
の
前
段
階
と
し

て
軽
度
認
知
障
害
（
M
C
I
）
が

あ
り
、
そ
の
段
階
で
診
断
し
リ
ハ

ビ
リ
す
る
こ
と
で
認
知
症
の
発
症

を
遅
ら
せ
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
た
。
早
期
ほ
ど
高
い
リ
ハ
ビ

リ
効
果
が
期
待
で
き
る
が
、
課
題

は
M
C
I
の
診
断
に
は
時
間
と
手

間
が
か
か
る
た
め
、
多
く
の
人
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
は
向
い
て
い

な
い
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
開
発
し
た
の
が
高
齢
者

に
足
踏
み
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら

二
者
択
一
の
簡
単
な
ク
イ
ズ
に
答

え
て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
。
八
木
教

授
は
「
こ
の
手
法
に
よ
る
判
定
は

医
師
が
問
診
や
画
像
診
断
に
よ
っ

て
診
断
し
た
結
果
と
90
％
以
上
一

致
し
た
」
と
解
説
す
る
。
シ
ス
テ

ム
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
診
断
機
器
と
し

て
の
承
認
を
目
指
し
て
い
る
。

　

デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
は
M
C
I
の

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
認
知
機
能
低
下
の

予
防
・
改
善
に
も
使
わ
れ
て
い

る
。
「
足
踏
み
し
な
が
ら
〝
し
り

と
り
〟
」
「
歩
き
な
が
ら
１
０
０

か
ら
７
ず
つ
引
い
て
い
く
」
な
ど

の
方
法
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

専
門
家
が
考
案
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
は
、
国
立
長
寿
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
「
コ
グ

ニ
サ
イ
ズ
」
な
ど
が
あ
り
、
自
治

体
や
医
療
機
関
が
住
民
向
け
に
情

報
提
供
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

る
の
で
興
味
の
あ
る
人
は
自
治
体

な
ど
に
問
い
合
わ
せ
た
い
。

　

家
庭
で
も
で
き
る
デ
ュ
ア
ル
タ

ス
ク
も
効
果
は
高
い
。
桜
美
林
大

学
大
学
院
老
年
学
学
位
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
鈴
木
隆
雄
特
任
教
授
ら
は
、

M
C
I
の
高
齢
者
１
０
０
人
の
研

究
で
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
脳
の
萎
縮
を
抑
制
し

た
こ
と
な
ど
を
示
し
た
。
鈴
木
特

任
教
授
は
「
運
動
が
認
知
症
予
防

に
重
要
で
あ
る
こ
と
は
多
く
の
研

究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、

簡
単
な
認
知
課
題
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
効
果
が
よ
り
高
ま
る
」

と
解
説
す
る
。

　

デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
は
子
供
の
運

動
能
力
の
発
達
、
ス
ポ
ー
ツ
の
ス

キ
ル
向
上
、
認
知
機
能
低
下
の
早

期
診
断
や
予
防
・
改
善
に
も
役
立

つ
。
八
木
教
授
は
「
研
究
成
果
を

健
康
寿
命
だ
け
で
な
く
、
い
く
つ

に
な
っ
て
も
社
会
貢
献
で
き
る
社

会
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
げ
た
い
」

と
期
待
し
て
い
る
。

（
２
０
２
３
年
9
月
29
日
／
日
経
） 


